
吾
妻
鏡
に
お
け
る
北
条
時
頼
像

に
つ
い
て

―

「
二
美
を
兼
ね
て
全
き
」
こ
と
―

市

川

浩

史

序

 
虎
関
師
練
は
そ
の
生
涯
の
大
著

『元
亨
釈
書
』
（
一
三
二
二
年
完
成
）
巻
第
十
七

に
王
臣
編
を
設
け
、
そ
の
な
か
に
北
条

時
頼
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
賛
に
い
わ
く
、

「宗
門
此

の
土
に
入
り
て
七
十
余
歳
、

王
畿
未
だ
偏
ね
か
ら
ざ
る
に
早
く
東
嚢
に

播
く
。
建
長
之
間
、
平
帥

（時
頼

の
こ
と
）
闘
外
之
威
権
を
握
り
、
闘
外
之
体
裁

を
薔
む
。
…
…
昔
者
斉
桓
晋
文
、
王
室

に
藩
た
る
こ
と
全
か
ら
ず
、
李
昇
銭
俶
、

祖
道
を
奉
じ
て
契
ら
ず
。
二
美
を
兼
ね

て
全
き
は
其
れ
唯
だ
平
帥
の
み
か
」
（原
漢

文
）
虎
関
は
こ
の
よ
う
に
言

い
、
北
条
時
頼
が
、
「王
室
に
藩
た
る
こ
と
」
と

「祖

道

（文
脈
に
よ
る
と
、
禅
宗
を
指
す
）

を
奉
」
ず
る
こ
と
の

「
二
美

に
全
」
き
存

在
で
あ

っ
た
こ
と
を
口
を
き
わ
め
て
た
た
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
武
臣

と
し
て
善
く
国
王
に
任
え
る
こ
と
、

つ
ま
り
軍
事
力
に
秀
で
る
こ
と
、

ひ
い
て
は

政
治
的
能
力
に
長
じ
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
宗
教
的
生

活
、
活
動
が
顕
著
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
虎
関
に
よ

っ
て
称
讃
さ
れ
た
時
頼
は
、
幕
府
の
正
史

と
も
い
え
る

吾
妻
鏡

で
は
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
本
稿

で
は
、
吾
妻
鏡
に
お
け
る
時
頼

に
関
す
る
記
事
を
追

い
つ
つ
、
政
治
史

の

な
か
で
の
そ
の
意
味
を
考
察
し
、
鎌
倉

時
代
の
政
治
と
宗
教
と
の
相
関
の

一
例
と

し
て
の
叙
述
を
目
標
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
吾
妻
鏡
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
十
三

世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る

（『国
史
大
辞
典
』
第

一
巻
、
吉
川
弘

文
館
、

一
九
七
九
）
か
ら
、
厳
密
に
い
え
ば
、
本
稿
で
述
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
が

ら
は
、
十
三
世
紀
末
な

い
し
十
四
世
紀
初
頭
の
、
吾
妻
鏡
編
纂
と
い
う
か
た
ち
で

あ
ら
わ
れ
た
幕
府
側
の
政
治
思
想
の
問
題
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

 

註

（1）

 

い
ま
、

『元

亨
釈

書
』
巻

第
十

七
中

の
時

頼
伝

の
賛

で
、

 
頼

が

「
藩

王
室

」
と

 

「
奉
祖
道

」

と

の

「
二
美

を
兼

ね

て
全

き
」

こ
と

が
称
讃

さ

れ

て

い
る

こ
と
を

指

 

摘

し
た
。

つ
ま
り
、
北
条

時
頼

の
美

化
、
理
想

化

の
方
法

と
し

て
、
「
政
治

」
と
「宗

 

教

」

と

の
両

面

に
秀

で
る

と

い
う

こ

と
が
用

い
ら

れ

て

い
る

わ
け

で
あ

る
。

こ

の

 

方

法

は
、

し

か
し

な
が

ら
北
条

時
頼

と

い
う
武

士

に
対

し

て
だ
け
採

ら

れ

て
い
る

 

の
で
な

く
、

じ

つ
は

『
元
亨
釈

書
』

以
外

の
史

料

に

お

い
て
、

公
家

に
対

し

て
も

 

用

い
ら
れ

て

い
る
。

そ

れ

は
、

鎌
倉

幕
府

四
代

将
軍

九
条

頼
経

の
父

道
家

の
文
章

 

に
み

え
る
。
す

な
わ

ち
、
「祖

父
禅

定
大

閤
昔

丞
相

之
位

に
在

し

し
と

き
ヽ
仏
法

王

 

法

の
衰
微

を
悲

し

み

て
二
十
箇

条

の
祈

願
を
立

つ
。

…

…
叙
位

、
除

目
、
訴

訟
、

 

裁

断
、
寝

を
忘

れ
食

を
忘

る
、

心

を
竭

し
力

を
竭

す
。
凡

そ
朝

に
仕

へ
て
心
有

る

 

之

輩
、
皆
文

治
、
建
久

之
聖

代

と
称
す

る

は
偏

に
是

れ
先

公
政

務

之
功
力

也
。

加

 

之

、
曼
祖

之
意

願

に
答

へ
て
、

氏
門

之
仏

法

を
興

す
。
其

の
回
禄
之

後

に
逢

ふ
て

 

彼

の
造
営

之

時

に
当

た

り

て
、

四
賢

之
草

創

す
る

と

こ
ろ

一
身

檀
那

た

り
。
諸
余

 

之
事

を
抱

て
速

疾

之
功

を
致

す
。
我

寺

の
再
興

是

れ
又
先

公
之
力

な

り
。
国

の
為

、

 

家

の
為
、

莫
大

之
功

と
謂

ふ

べ
し
。

今
禅

閤

二
諦

之
興
行

を
思

ふ
に
誠

に
是
れ
将

 

帥

最
初

之
芳
意

也

…
…
」

（
「九

条
道

家
敬

白
文

案

」
宝
治

元
年

、

『鎌

倉
遺

文
』
六



八

一
七

号
、

原
漢
文

）

で
あ

る
。
文

中

の

「禅

閤
」
、

「先

公
」

は
道
家

の
祖
父
九

条

兼
実

の
こ
と
で
あ

る
。
道

家

に
よ

る
と

、
兼
実

は
政

治
的

側
面

で

「文

治
、
建

久

之
聖

代
」

と

い
わ

れ

る
善

政

を
行

い
、
宗

教
的

側
面

で

「
一
身

檀
那

と

し
」

て

「
氏
門

の
仏

法

を
興

」
し

た

の
で
あ

る
。

こ

の
兼

実

に
よ

る

「
二
諦
之

興
行

」

は

政

治
家

九
条

兼
実

を
美

化
、

理
想

化

す
る
対

象

と
な

っ
た

の

で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う

に
、

鎌
倉
時

代

に

お

い
て
、

人
物

に

つ
い
て
述

べ
る
際

に
そ

の
人
物

が
政

治

的
側

面

と
宗

教
的

側

面
と

の
両
面

に
す
ぐ

れ

て

い
る

（と
く

に
政

治
的

人

物

の
ば

あ

い
）

と

い
う

こ
と

が
高

く
評
価

さ

れ
る

こ
と

が
あ

き
ら

か
と
な

っ
た
。

 

ま
た

、

『元
亨

釈

書
』
の

こ
の
部

分

に
み
え

る
筆
者

虎
関
師

練

の
強
烈

な

国
粋
主

義
的

意
識

は

よ
く
知

ら

れ
て

い
る
。

な

お
、
虎

関
師

練

の
思
想

に

つ

い
て
は
、
市

川

「
虎
関

師
練

の
思

想
」

（
『
日
本

思

想
史

学
』
第

十

九
号
、

一
九

八

七
）

を
参
照

さ

れ
た

い
。

 
北
条
時
頼
は
、
北
条
時
氏
を
父
、
松
下
禅
尼
と
よ
ば
れ
た
安
達
景
盛
の
娘
を
母

と
し
て
安
貞
元
年

（
一
二
二
七
）
に
生

ま
れ
た
。
弘
長
三
年

（
一
二
六
三
）
歿
。

こ
の
年
は
親
鸞
が
京
都
で
残
し
た
翌
年

に
あ
た
る
。
温
情
ゆ
た
か
な
名
執
権
と
い

う
評
判
を
と
っ
た
泰
時
の
孫
で
あ
り
、
自
ら
も
引
付
衆
の
設
置
な
ど
多
く
の
施
策

を
実
行
し
た
敏
腕

の
執
権
で
あ

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

 
吾
妻
鏡
に
お
け
る
時
頼
の
記
事

の
初
出
は
、
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
四
月
二

十
二
日
条

の
時
頼
元
服
で
あ
る
。
こ
の
十
歳
の
と
き
の
記
事
か
ら
、
弘
長
三
年

（
一

二
六
三
）
十

一
月
二
十

二
日
の
死
歿
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
文
永
二
年

（
一
二
六

五
）
十
月
二
十
五
日
の
三
周
忌
の
記
事

に
い
た
る
ま
で
吾
妻
鏡

へ
登
場
す
る
回
数

は
き
わ
め
て
多

い
。

 
時
頼
は
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
三
月
二
十
三
日
に
、
四
代
執
権
経
時

（時
頼

の
兄
）
か
ら
執
権
位
を
譲
ら
れ
た

（吾
妻
鏡
同
日
条
、
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用

は
年
月
日
の
み
記
す
）
。
い
ま
し
ば
ら
く
、
彼
の
執
権
就
任
前
の
記
事
を
検
討
し
て

お
く
。

 
初
出
の
嘉
禎
三
年
に
は
、
元
服
以
外

に
時
頼
に
関
す
る
記
事
は
、
七
月
十
九
日

条
と
八
月
十
六
日
条
で
あ
る
。
と
も
に
こ
れ
ら
は
鶴
岡
八
幡
宮
で
時
頼
が
流
鏑
馬

を
演
じ
た
と
い
う
記
事

で
あ
る
。 
 
 
 
 
 

 

翌
嘉
禎
四
年

（
一
二
三
八
）
正
月
二
日
に
坑
飯

の
沙
汰
の
際
の
進
物

の
馬
役
人

を
勤
め
る
。
こ
れ
は
三
年
間
に
わ
た
り
、
暦
仁
二
年
（
一
二
三
九
）、
仁
治
元
年

（
一

二
四
〇
）
の
正
月
二
日
も
同
様
で
あ
る

（こ
の
三
年
間
は
、
服
喪
明
け

の
記
事

一

例
と
こ
の
三
例
以
外

に
時
頼
関
係

の
記
事
は
み
ら
れ
な
い
）
。

 
仁
治
二
年

（
一
二
四

一
）
は
正
月

一
日
境
飯

の
際
の
馬
役
人
を

つ
と
め
、
将
軍

の
面
前
で
笠
懸
の
射
手
を

つ
と
め
る
こ
と
二
回

（
一
・二
十
三
条
、
十

一
・四
条
）。

さ
ら
に
、
八
月
二
十
五
日
に
は
、
将
軍
が
北
斗
堂

の
曼
茶
羅
供

に
参
列
す
る
と
き

の
供
奉
人
十
二
騎
の
筆
頭
と
な

っ
て
い
る

（同
日
条
）。

 
仁
治
四
年

（
一
二
四
三
）
は
境
飯
の
際
の
役
は
な

い
。

こ
の
年
は
臨
時
供
奉
人
、

将
軍
が
後
藤
基
綱
邸

へ
入
御
し
た
と
き
の
供
奉
人

の
ひ
と
り
と
な

っ
た
こ
と
だ
け

で
あ
る

（七
・十
七
条
、
九
・五
条
、
な
お
、
前
年
仁
治
三
年
条
は
欠
文
で
あ
る
）。

 
寛
元
二
年

（
一
二
四
四
）
は
正
月

一
日
坑
飯
の
際

の
御
馬
役
、

二
日
に
御
剣
役

と
な
り
、

一
月
二
十

一
日
、
将
軍
頼
経

の
二
所
詣

（
二
所
と
は
、
伊
豆
山
走
湯
山

権
現
、
箱
根
権
現
、
頼
朝
以
来
の
将
軍
家
代
々
が
あ
つ
く
崇
敬
す
る
）
の
供
奉
を

つ
と
め
る
（同
日
条
）。
四
月
二
十

一
日
、
将
軍
家
若
君
頼
嗣
の
元
服
の
儀
式
で
陪

膳
役
と
御
剣

の
供
奉
人
と
な
る

（同
日
条
）。
な
お
、
頼
嗣
は
平
戸
記
に
よ
る
と
、

四
月
二
十
八
日
に
新
将
軍

に
就
任
す
る
。
八
月
十
六
日
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
馬
場

で
流
鏑
馬
の
射
手
を

つ
と
め
る

（同
日
条
）。

 
寛
元
三
年

（
一
二
四
五
）
正
月

一
日
境
飯
の
儀
式
に
お
い
て
御
剣

の
進
物
役
人

と
な
る
。
八
月
十
五
日
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会

に
将
軍
が
参
列
す
る
た
め
の
行
列
に

供
奉
し
、
翌
十
六
日
馬
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
流
鏑
馬
の
射
手
と
な
っ
た

（各
々
同

日
条
）。
十
月
十
九
日
に
は
、
八
幡
宮
の
大
鳥
居
が
由
比
が
浜
に
建
立
さ
れ
た
と
き
、

時
頼
は

「監
臨
」
の
役
を

つ
と
め
て
い
る

（同
日
条
）
。

 
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）

一
月
四
日
、
新
旧
将
軍
が
と
も
に
時
頼
邸
に
入
御
す

る
。
十
九
日
入
道
頼
経
が
八
幡
宮

に
参
詣
す
る
際
に
供
奉
す
る

（各
々
同
日
条
）
。

入
道
頼
経
は
将
軍
退
位
後
も
大

殿
と
し
て
幕
府
内
に
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
ち

つ
づ
け
た
。



 
こ
の
年
、
三
月

二
十
三
日
、
執
権
経
 
か
ら
執
権
職
を
譲
ら
れ
た
。

 

い
ま
、
 
頼
が
吾
妻
鏡
に
初
め
て
登
場
し
た
嘉
禎
三
年
か
ら
執
権
就
任
の
寛
元

四
年
ま
で
の
 
頼

に
関
す
る
吾
妻
鏡
の
記
事
を
検
討
し
た
。
毎
年
正
月
の
坑
飯
の

儀
式

の
役
人
と
し
て
仁
治
四
年

（
一
二
四
三
）
以
外
の
全
て
の
年
に
登
場
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
来
た
る
べ
き
執
権
と
し

て
の
地
位
を
 
頼
が
着

々
と
固
め
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
坑
飯
以
外
の
記
事

で
は
、
将
軍
家

へ
の

供
奉
人
を
勤
仕
し
た
と
い
う
も
の
が
殆

ど
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
供
奉
の
内
容
で

あ
る
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
関
係
の
も
の
が
圧
倒
的
で
、
さ
ら
に
そ
の
際
 
頼
は
か
な

ら
ず
、
将
軍
の
剣

の
役
人
で
あ

っ
た
り
、
笠
懸
、
流
鏑
馬
と
い
っ
た
武
芸
を
披
露

し
た
り
し
て
い
る
。
虎
関
師
練
が
 
頼

を
武
士
と
し
て
、
宗
教
者
と
し
て
と
も
に

十
全
な
は
た
ら
き
を
な
し
た
、
と
し
て
称
讃
す
る
所
以
が
看
取
さ
れ
る
し
、
吾
妻

鏡

の
記
述
自
体
か
ら
も
、

（編
纂
意
図
と
し
て
） 
頼
を
次
代

の
執
権
と
な
る
に
足

る
人
材
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
意
向
は
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
、
将
軍

家

の
参
詣
、
祈
濤
に
供
奉
し
、
そ
の
都
度
武
芸
を
披
露
し
、
武
具
を
捧
げ
も

つ
 

頼

の
姿
で
あ

っ
た
。
事
実
、
祖
父
泰
 

は
、
「各
お
の

（ 
頼
と
兄
経
 
）
将
来
御

後
見

（執
権
を
指
す
）
之
器
也
。
…
…
武
衛

（時
頼
）
の
斟
酌
頗
る
大
儀
に
似
た

り
。
追

っ
て
優
賞
有
る
べ
し
…
…
」
（仁
治
二
・
十

一
・
三
十
条
。
以
下
吾
妻
鏡
か

ら
の
引
用
文
は
、
す
べ
て
読
み
下
す
）

と
評
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
吾
妻

鏡
で
は
、
四
代
執
権
経
 
よ
り
五
代
執
権

（た
る
べ
き
）
 
頼
を
人
格
的
に
も
優

れ
て
い
る
よ
う
に
描
き
、 
頼
を
し
て
執
権
就
任
の
日
を
迎
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

 
 

註

 

（1）
 
坑
飯
は
、
椀
飯
と
も
表
記
し
、
臣
下
に
よ
る
将
軍
へ
の
酒
食
の
饗
応
の
儀
式
で

 
 

あ
る
。
多
く
正
月
元
日
、
二
日
に
行
わ
れ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

二

 
北
条
 
頼
は
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
三
月

二
十
五
日
に
将
軍
頼
嗣
、
前
将
軍

入
道
頼
経
に
執
権
を
相
続
す
る
由
を
報
告
し
、
翌
日
、
執
権
と
し
て
は
じ
め
て
評

定
を
お
こ
な
っ
た

（各
々
同
日
条
）
。
と
き
に
十
九
歳
。

 
 
頼
は
こ
れ
か
ら
第
五
代
の
執
権
と
し
て
活
躍
し
、
嗣
子
の
 
宗
に
執
権
職
を

相
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る

（尤
も
、
 
頼
の
執
権
退
位
 

に
は
、
 
宗
が
幼
少

で
あ

っ
た
の
で
、
武
蔵
守
長
 
に

「家
督
幼
稚

の
程
之
眼
代
」
（康
元
元

・十

―
・

二
十
二
条
）
と
し
て
譲
位
す
る
）
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
 
代
の
政
治
史
に
お
い
て
、

 
頼

の
執
権
は
い
か
な
る
歴
史
上
の
位
置

に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
研
究
史
上
、
鎌
倉
 
代
の
政
治
史
は
、
三
浦
周
行
氏

『鎌
倉
 
代
史
』

（
一
九
〇

七
）な
ど
以
来
、
三
つ
の
 
期
に
区
分
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
三
浦
氏
は
、

「
創
業
 
代
」
「守
成
 
代
」

（北
条
政
子
の
死
以
後
）
コ
哀
微
 
代
」

（執
権
貞
 

以
後
）
に
分
か
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
 
期

へ
の
移
行
 
点

に
つ
い
て
の
議
論
は
分
か

れ
る
が
、
こ
の
三
区
分
説
は
、
現
在
、
将
軍
独
裁
制
、
執
権
制
、
そ
し
て
得
宗
専

制
体
制
の
三
つ
と
な
っ
て
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
。

 

第

一
期
か
ら
第
二
期

へ
の
移
行
は
、
合
議
、
集
団
指
導
体
制

へ
の
移
行
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
移
行

の
 
点
に
つ
い
て
は
、
比
企
能
員
の

一

族
を
滅
亡
さ
せ
た
事
件
に
よ
り
、
北
条
 
政
が
政
所
別
当

（執
権
）
と
し
て
力
を

ふ
る
い
、
 
政

の
署
判
だ
け
を
も

つ
文
書
を
発
給
し
た
建
仁
三
年

（
一
二
〇
三
）

に
も
と
め
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

 

さ
て
、
そ
こ
で
本
稿
に
と

っ
て
問
題
は

つ
ぎ
の
第
二
期
か
ら
第
三
期

へ
の
移
行

の
 
点
で
あ
る
。

 

得
宗
専
制
体
制
の
特
徴
の
ひ
と
つ
を

「深
秘

の
沙
汰
」
な
る
秘
密
会
議

の
開
催

と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
会
議
が
 
頼

の
 
期

に
実
質
的

に
は
じ
ま

っ
た
こ
と
を

も

っ
て

「得
宗
政
治
の
原
型
」
と
す
る
の
は
佐
藤
進

一
氏

で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
、

こ
の
第

二
期
か
ら
第
三
期

へ
の
推
移
と
訴
訟
制
度
の
変
化

と
を
対
置
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
執
権
政
治
か
ら
得
宗
専
制
の
政
治
体
制

へ
の
移
行
は
、
訴
訟
手
続
進

行
上
の
原
則
と
し
て

「当
事
者
主
義
」
か
ら

「職
権
主
義
」

へ
、
訴
訟
審
理
の
原

則
と
し
て

「正
確
第

一
の
直
接
主
義
」
か
ら

「迅
速
第

一
の
間
接
主
義
」

へ
の
変

化

に
平
行
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
得
宗
家
の
独
裁
権
力
撫の
形
成

と
も

一
致
し
て
お
り
、

こ
の
体
制
の

「第

一
の
確
立
者
」
を

 
宗

に
措
定
し
、
そ

の
 
期
を
弘
安
八
年

（
一
二
八
五
）
の
霜
月
騒
動
と
す
る
。
た
だ
、
霜
月
騒
動
 



の
執
権
は
 
宗
歿
後

の
貞
時
で
あ
り
、
得
宗
専
制
の
移
行
、
確
立
の
 
期
に
関
し

て
は
佐
藤
説
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な

い
も
の
の
、
得
宗
専
制
体
制

の
位
置
づ
け

と
し
て
き
わ
め
て
説
得
的
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
正
月
の
坑
飯
の
儀
式
の
主
宰
者

（坑
飯
沙
汰
人
）
に
注
目
し
、
時
頼

が
執
権
職
を
長
時
に
譲

っ
て
入
道
と
な

っ
た
後
も
沙
汰
を
続
け
た
こ
と
を
指
摘
し

て
、
時
頼
の
時
期
に
得
宗
専
制
体
制
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
見
解
が
あ

る
。さ

ら
に
、
明
確

に
時
頼
執
政
期
に
得
宗
専
制
体
制
が
は
じ
ま
っ
た
と
す
る
見

解
も
存
す
る
。

 
筆
者
も
右
に
回
顧
し
た
よ
う
な
研
究
史

の
成
果
に
よ
り
、
鎌
倉
 
代
政
治
史
に

お
い
て
得
宗
専
制

の
体
制
は
、
時
頼
の
執
権
体
制
と
司
蒋
に
成
立
し
た
と
考
え
た

い
。

 
し
か
し
、
本
稿
は
、
序
で
述

べ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
政
治
史
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
、
吾
妻
鏡

の
編
纂
に
か
か
わ
る
問
題

（言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
こ
と
自

体
、
政
治
史
の
対
象
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
）
と
し
て
、
時
頼

に
つ
い
て
の

記
事
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ

と
は
、
吾
妻
鏡
に

お
い
て

（吾
妻
鏡
の
編
纂
者
の
意
識
と
し
て
、
ひ
い
て
は
、
吾

妻
鏡
編
纂
当
時
の
幕
府
の
権
力
意
志
と
し
て
）
も
、
現
実

の
政
治
史

の
動
向
と
同

様
、
 
頼

の
執
権
体
制
の
成
立
と
と
も
に
、
得
宗
に
よ
る
専
制
体
制
は
成
立
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
た
と
把
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
つ
ぎ

の
三
点
で
あ

る
。

 
ま
ず
、
坑
飯
の
儀
式
の
主
宰
者
と
し

て
、
長
時
に
執
権
職
を
譲
位
し
た
後
も
時

頼
の
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
時
頼
が
執
権

の
 
期
に
、
正
式
な
幕
府

の
会
議

で
は
な
い
密
室

（時
頼
私
邸
）

で
の
会
議
が
頻
り
に
行
わ
れ
は
じ
め
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
第

一
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
時
頼
が
生
前
に
執
権
職
を
重

時
の
子
赤
橋
長
時

に
譲
り
、
そ
の
後
も
実
質
的
な
実
権
を
も

っ
て
後
見
政
治
を

行

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
点

を
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

 
ま
ず
第

一
点
。
八
幡
義
信
氏

に
よ
る
と
、
吾
妻
鏡
の
記
事

に
し
た
が
え
ば
、
承

久
の
乱
以
後
は
、
正
月
の
坑
飯
献
儀
の
内
容
、
沙
汰
人
が
制
度
化
し
、
時
頼
が
沙

汰
人
と
し
て
勤
仕
す
る
建
長
二
年

（
一
二
五
〇
）
以
後
、
献
儀
の
際
に
庭
上
に
出

仕
す
る
御
家
人
の
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
始

（御
行
始
）
や

鶴
岡
奉
幣
の
供
奉
人
を
そ
の
出
仕
し
た
御
家
人
の
中
か
ら
選
ん
で
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
 
頼
の
政
権
が
御
家
人
統
制
の
手
段
と
し
て
こ
の
儀
式
を
利
用
し
て
い
た

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
康
元
元
年

（
一
二
五
六
）
時
頼
が
長
時

に

執
権
を
譲

っ
た
後
も
時
頼
が
沙
汰
人
を
つ
と
め

つ
づ
け
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）

時
頼
死
歿
後
も
長
時
や
そ
の
次

の
執
権
政
村
も
沙
汰
人
と
な
ら
ず
、
連
署
で
あ

っ

た
時
宗
が

い
き
な
り
沙
汰
人
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
八
幡
氏
は
報
告
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
時
宗
は
時
頼
か
ら

「家
督
」
を
受
け
継
ぐ

べ
き
立
場
で
あ

っ

た
人
物
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
坑
飯
献
儀
の
沙
汰
人
は
、
時
頼
以
来
、
得
宗
家
が
勤

仕
す
べ
き
役
目
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

 
第

二
点
に
つ
い
て
。
執
権
政
治
の
特
徴

の
ひ
と
つ
を
合
議
制
と
す
れ
ば
、
時
頼

は
、
幕
府
の
正
式
な
機
関
で
あ
る
評
定
衆
と
は
別
の
私
邸
で
の
合
議
を
建
長
四
年

（
一
二
五
二
）
四
月
以
後
数
々
開
い
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
執
権
政
治
の
枠
を
出

た
こ
と
に
な
る
。
じ

っ
さ
い
、
建
長
八
年

（
一
二
五
六
）
に
は
、

こ
の
年

の
評
定

始
を
時
頼
邸
で
行
う

（同
年

・
正

・
十
条
）
ほ
ど
公
私
は
密
着
し
て
い
る
。

 
第
三
点
に
つ
い
て
。
さ
き
に
記
し
た
と
お
り
、
時
頼
が
三
十
歳

の
と
き
、
執
権

を
長
時
に
譲

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
長
時
を

「家
督

（嫡
子
時
宗
を
指
す
）
幼
稚

の

程
之
眼
代
」
と
し
た
故
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
時
頼
が
い
ま
長
 

に
執
権
職
を
譲

り
、
入
道
と
し
て

「引
退
」
す
る
の
は
、
け

っ
し
て
政
治
の
場
か
ら
文
字
ど
お
り

引
退
し
て
し
ま
う
こ
と
で
な
く
て
、
嫡
子
時
宗
が
幼
少

で
あ
る
た
め
、
 
宗
が
適

当
な
年
齢
に
な
る
ま
で

一
時
的

に
長
 
に
執
権
職
を
代
行
さ
せ
て
、
自
ら
は
後
見

役
と
し
て
実
権
を
ふ
る
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
時
頼
か
ら

長
時

へ
の
交
替
は
、
時
頼

の
嫡
流
に
執
権
職
を
確
実
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。
事
実
、
長
時
の
執
権
在
位
時
も
、
毎
年
正
月

の
坑
飯
の
沙
汰
人
は
時
頼

が
勤
仕
し
た
。
す
な
わ
ち
、
 
頼

の
生
前
中

の
執
権
職

の
譲
位
は
、
北
条
氏
嫡
流

に
執
権
職
を
相
続
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
と
そ
の
意
図
を
実
現
さ
せ
る
べ
き

発
言
力

の
強
化
の
た
め
の
後
見
政
治

（
一
応
、
第
八
代
時
宗

か
ら
第

十
代
師
 
ま

で
は
 
頼
の
血
統
か
ら
出
た
）
を
目
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。



 
以
上
の
三
点

に
よ
り
、
筆
者
は
、
吾
妻
鏡
に
お
い
て
時
頼
執
政
期
に

「得
宗
専

制
体
制
」
が
確
立
さ
れ
た
と
把
え
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ら
の
点

に
つ

け
加
え
て
、
傍
証
に
属
す
る
こ
と
を
二
点
述

べ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
時
頼
が
武

蔵
守
経
時
か
ら
執
権
職
を
譲
ら
れ
た
と
き
の
事
情

に
つ
い
て
吾
妻
鏡
は
つ
ぎ

の
よ

う
に
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「武
州
の
御
方
に
於
い
て
深
秘

の
御

沙
汰
等
有
り

云
々
其
の
後
執
権
を
舎
弟
大
夫
将
監
時
頼
朝
臣

に
譲
り
奉
ら
る
。
是

れ
存
命
其

の
恃
み
無
之
上
は
、
両
息
未
だ
幼
稚
之
間
、
始
終

の
牢
籠
を
止
め
ん
が

為
に
上

の
御
許
を
為
す
べ
き
の
由
、
真

実
の
趣
御
意

に
出
づ
云
々
」
（寛
元
四
・
三
・

二
十
三
条
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
余
命

い
く
ば
く
も
な
い
こ
と
を
悟

っ
た
経
時
が
時

頼
に
執
権
を
譲
る
の
は
、
経
時

の
「
両
息
未
だ
幼
稚
た
る
の
間
」、
周
囲
か
ら

「牢

籠
」
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
の
が
目
的

で
あ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
経
時
は
父
時

氏
の
嫡
子
で
あ
り
、
そ
の
嫡
子
が
い
ず

れ
執
権
を
継
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
い
ま

「両
息
」
は
幼

い
の
で
、

い
わ
ば
中
継
ぎ
と
し
て
時
頼
が
執
権
と
な

っ
た
、
と
読

み
と
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
時
頼
と
し
て
は
、
自
分
自
身
の
執
権
職
の
出
発
点
が
こ

の
よ
う
な
不
安
定
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
自
ら
の
血
統
に
つ
い
て
は
然
る
べ
き

早

い
時
期
に
次
代
以
後
の
執
権
職
を
相
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
は
か
ら
う
、
そ
の

こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
専
制
体
制

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
当
面

の
課
題
と

な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易

に
推
測

で
き
る
。
因
み
に
、
吾
妻
鏡
は
、
経
時
の

「両
息
」
の
そ
の
後

に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。

 

も
う

一
点
は
、
祖
父
泰
時
が

「御
諷
詞
」
と
い
う
形
で
経
時
と
時
頼

（と
も
に

少
年
時
）
と
を
比
較
し
た
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
第

一
節
で
も
指
摘
し
た
が
、
そ

れ
は

「前
武
州

（泰
時
を
指
す
）
御
諷
詞
に
云
は
く
、
各
お
の
将
来
御
後
見
之
器

な
り
。
諸
御
家
人
の
事
に
対
し
て
は
争

か
好
悪
を
存
ぜ
ん
や
。
親
衛

（経
時
を
指

す
）

の
為
す
所
は
太
だ
軽
骨
な
り
、
暫

く
は
来
前
す

べ
か
ら
ず
。
武
衛

（時
頼
を

指
す
）
の
斟
酌
頗
る
大
儀
に
似
た
り
、
追

っ
て
優
賞
有
る
べ
し
云
々
」

（仁
治
二

・

十

一
・
三
十
条
）
で
あ
る
。
前
日

（十

一
月
二
十
九
日
）
に
、
駿
河
家
村

（三
浦

泰
村
）、
上
野
朝
村

（小
山
朝
村
）
の
両
名
が
喧
嘩
を
し
た

（こ
れ
は
双
方
の

「武

勇
」
に
起
因
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
が
）。

そ
の
際
、
経
時
は
泰
村
方

に
兵
を
お
く

っ

た
が
、
時
頼
は

「両
方
の
子
細
を
訪
は
る
に
及
ぼ
ず
」
と
い
う
態
度

で
あ

っ
た
。

泰
村
は
時
頼
の
こ
の
よ
う
な
身

の
置
き
方
を
執
権
た
る
べ
き
器
に
ふ
さ
わ
し
い
と

し
て
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
十

二
月
五
日
に
は
、
泰
時
は
時
頼
に

「優
賞
」
と
し

て

「
一
村
」
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
事
件
に
対
す
る
と
り
く
み
方
、

身

の
処
し
方

へ
の
評
価
を
通
し
て
経
時
よ
り
も
時
頼
の
方
を
高
く
評
価
し
た
の
で

あ
る
。
少
年
時
頼
は
、
吾
妻
鏡
の
中
で
、
評
定
衆
の
設
置
等
に
よ
っ
て
、
執
権
政

治
を
十
全
に
機
能
さ
せ
て
い
っ
た
泰
時

に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
将
来

の
執
権
と
し
て
万
全
の
権
威
と
根
拠
と
を
そ
な
え
た
の
で
あ
る
。

 
註

（1）
 
上
横
手
雅
敬
氏
『日
本
中
世
政
治
史
研
究
』
（塙
書
房
、
一
九
七
〇
）
三
二
一
ペ
ー

 
ジ
。
な
お
、
上
横
手
氏
は

一
二
二
五
年
の
北
条
政
子
の
死
ま
で
を
単
数
執
権
制
、

 
そ
れ
以
後
を
複
数
執
権
制

（泰
時
と
時
房
）
と
し
て
の

「両
執
権
」
制
と
し
、
政

 
子
の
死
以
後
、
合
議
制
が
始
ま
っ
た
、
と
す
る
。
（同
氏

『北
条
泰
時
』
吉
川
弘
文

 
館
、

一
九
五
八
、
六
七
ペ
ー
ジ
）

 
 
ま
た
、
「合
議
的
政
治
形
態
」は
過
渡
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
執
権
政
治
の
本
質

 
的
要
素
か
ら
こ
れ
を
除
く
立
場
か
ら
、
杉
橋
隆
夫
氏
は
上
横
手
氏
と
同
じ
建
仁
三

 
年
の
時
点
を
執
権
政
治
成
立
の
と
き
と
す
る
。
同
氏

「鎌
倉
執
権
政
治
の
成
立
過

 
程
」
（御
家
人
制
研
究
会
編

『御
家
人
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
一
、
所

 
収
。
）

 
 
な
お
、
石
井
進
氏
も
同
じ
見
解
で
あ
る
。
同
氏
『鎌
倉
幕
府
』
（中
公
文
庫
日
本

 
の
歴
史
七
、

一
九
七
四
）
三
〇
五
ペ
ー
ジ
。

 
 
ま
た
、
佐
藤
進

一
氏
は
、
和
田
義
盛
が
北
条
義
時
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

（和
田

 
合
戦
）、
そ
の
結
果
、
義
時
が
政
所
、
侍
所
の
別
当
を
兼
任
し
た
建
保
元
年
（
一
二

 

一
三
）
と
す
る
。
同
氏

「執
権
政
治
」
（『世
界
歴
史
辞
典
』
平
凡
社
、

一
九
五
二
）

（2）
 
佐
藤
氏

「鎌
倉
幕
府
の
専
制
化
に
つ
い
て
」
（竹
内
理
三
氏
編

『日
本
封
建
制
成

 
立
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
五
五
、
所
収
）

（3）
 
（2）
に
同
じ
。

（4）
 
佐
藤
氏

「初
期
封
建
社
会
の
形
成
」
（新
日
本
史
大
系
第
三
巻
豊
田
武
氏
編

『中

 
世
社
会
』
朝
倉
書
店
、

一
九
五
四
、
所
収
）

（5）
 
八
幡
氏

「鎌
倉
幕
府
境
飯
献
儀
の
史
的
意
義
」
（『政
治
経
済
史
学
』
八
五
、

一

 
九
七
三
）、
上
横
手
氏

「坑
飯
に
つ
い
て
」
（『全
訳
吾
妻
鏡
』
月
報
四
、
新
人
物
往



 
来

社
、

一
九

七

七
）

（6）
 

村
井

章

介
氏

「
執
権

政
治

の
変

質

」

（
『
日
本
史

研
究

』

二
六

一
、

一
九

八
四
）
。

 

氏

は
、
同

論
文

で
、

長
時

は

「家

督
幼

稚

の
程

之
眼
代

」

と
し

て
時
頼

か

ら
執
権

 

を
移

譲

さ
れ

た

こ
と
を
指
摘

し
、
「
家
督

が
主

、
執
権

が
従

な

の
で
あ

り
、
こ

こ
に

 

執
権

と
北
条

氏

の
家

督

（得

宗

）

と
の
分
離

、

お
よ
び

後
者

へ
の
実
権

の
集
中

が

 

あ

ら
わ
な

も

の
と
な

る
。

そ
し

て
正
嘉

二
年

（
一
二
五
八

）
末

に
発

せ
ら
れ

た
不

 

易
法

が
、

政

子

の
死

か

ら
泰

時

の
死

に

い

た

る

期

間

の
成

敗

に

つ
い
て
、

「准

二

 

三
代
将

軍
井

二
位

御
成

敗

一
、
不

レ
及

二
改
沙

汰

一
」
と
宣

言

し

（追
加

三
二

一
）
、
泰

 

時

の
く
だ

し

た
決

定

に
三
代

将

軍

お
よ
び
政

子

の
そ

れ
と
同

等

の
効
力

を
付
与

し

 

た

こ
と

は
、
北
条

氏

の
覇
権

の
完

成

を
内
外

に
明
示

し
た
事

件

だ

っ
た
。
得
宗

政

 

治

の
時

代

は
す

で

に
始

ま

っ
て

い
る

」

（
一
七

ペ
ー
ジ

）
と
述

べ
、

実
質

的
な

時
頼

 
執

政
期

に
得

宗
専

制
体

制

は
は

じ
ま

っ
て

い
る

こ

と
を
示
唆

し

て

い
る
。
な

お
、

 
本

節

は
、

こ

の
村

井
論

文

に
多

く
を
負

っ
て

い
る
。

（7）

 
上
横

手
氏

「鎌

倉

幕
府

と
公
家

政
権

」

（岩
波

講
座

『
日
本

歴
史
』
五
、

中
世

一
、

 

一
九

七
五

）
。
氏

は

こ
の
論
文

で
、
得

宗
専

制

の
体
制

を

二
段
階

に
分

け
、
公

武
関

 
係

を
考

慮

に
入

れ

つ

つ
考
察

し

て

い
る
。
氏

は
、

そ

の
第

一
の
段

階

（時
頼

、
時

 
宗

期

）

に
お

い
て

み
ら
れ

た

「
公
家
政

治

に
対

す

る
幕

府

の
干
渉

」

を

「
得
宗

専

 
制

政
治

の

一
環
」

と

し

て
位

置

づ
け
、

寛

元
四
年

の
名

越
光

時

の
乱

の
事

後

処
理

 

を
通

し

て
、

時
頼

政
権

の

「
得
宗

専
制

の
強

化

が
、
摂

関
家

に
及

び
、

公
家

政
権

 

へ
の
干
渉

と
な

り
、
皇

位
決

定
権

の
獲
得

」

に
ま

で
至

っ
た
と
述

べ
て

い
る
。

こ

 

の
、
摂

関
家

へ
の

「
干
渉
」

に

つ
い
て
は
後

述

す

る
。

同
氏

「執

権
政

治
」

（
『国

 
史

大
辞

典
』

第

六
巻
、

吉
川

弘
文

館
、

一
九

八

五
）

に
詳
細

な
研

究
史

の
回

顧
が

 

な
さ

れ

て

い
る
。

ま

た
、
奥

富
敬

之
氏

は
、

同

じ
く
名

越
光

時

の
乱

の
鎮

圧

と

い

 

う
事
件

を

通
し

て
、
時

頼

の
北
条

氏

一
門

に
対

す
る
支

配
権

す
な

わ

ち
「
得
宗

権
」

 

が
強
化

、
安

定

し
、
確

立

し
た

と
述

べ
る
。

同
氏

『鎌
倉

北
条

氏

の
基
礎

的
研

究
』

 

（吉
川

弘
文

館
、 

一
九

八
〇

）

一
六

二

ペ
ー
ジ
。

（8）
 

ま

た
、
断

定
的

な
表

現

で
は

な

い
な
が

ら
も
、

時
頼

執
政

期

に
得

宗
専

制
体

制

 

が
は

じ
ま

っ
た
、

と

す
る
見
解

も

一
、

二
あ

る
。

た

と
え
ば

、
安

田
元
久

氏

は
、

 
執

権
制

を
合

議
制

と

と
ら

え
た
う

え

で
、
建

長

四
年
以

後
、

こ
の
あ
り
方

が
徐

々

 

に
く
ず

さ

れ

て
、

時
頼

の
私

邸

で

の
秘
密

会

議

が
数

々
お

こ
な
わ

れ

る
こ
と

を
指

 
摘

し
、

時
頼

を

こ
れ

ま
で

の
執
権

と

は
異
な

る
様
相

を

示

し
、
得
宗

専
制

へ
の
傾

 
斜

を

も
呈

し

て

い
る

と

い
う

。
同

氏

『鎌

倉
執

権
政

治

そ

の
展
開

と
構
造

』

（教

育

 
社
、
 
一
九

七
九

）

一
五

三

ペ
ー
ジ
、

「
武

士
世

界
形
成

の
群

像
』

（吉

川
弘

文
館

、

 

一
九

八
六
）
二

二
五

ペ
ー
ジ
。

石
井
氏

は
、

「
時

頼

の
治
政

は
隠

居
政

治

の
開
始

に

 

お

い
て
、
合
議

政
治

の
骨
抜

き

の
始

ま

っ
た
点

に
お

い
て
、

ま
さ

し
く
執

権
政

治

 

が
得
宗

専
制
政

治

へ
と
急

カ

ー
ブ

を
き

っ
た
時

代

と

い
え
る

だ
ろ

う
。
」

（同
氏

前

 
掲
書

四
二

一
ペ
ー
ジ
）

と
述

べ
て

い
る
。

（9）
 

そ

の
根
拠

と

し
て

は
、
後
述

す

る
よ

う
な
九

条
道

家

と
幕
府

と

の
関

係

（
つ
ま

 

り
、
執

権

の
権
力

が
公

家

に
ま

で
及
び
得

た

と

い
う

こ
と
）

を
考
慮

す

れ
ば

、
鎌

 
倉

時
代

政
治

史

と
し

て
、
公

武
関

係

の
緊
張

の
な

か

で
の
執
権

の
権

力

を
説
得

的

 

に
分
析

し

た
上
横

手
氏

の
論

（と
く

に

「鎌
倉

幕

府

と
公
家

政
権

」
）
に
ほ

ぼ
依

り

 

た

い
。
が
、
そ

れ
ら

に
付

け
加

え
て
、

つ
ぎ

の

こ
と
を
指

摘

し

て
お
く
。
そ

れ
は
、

 
名

越

氏

の
乱

、
宝

治
合

戦

に
よ

っ
て
、

北
条

氏

の
庶
流

で
あ

る
名

越
氏

を
、

そ

し

 

て
、
北

条

氏

と
と
も

に
草
創

期
以

来
幕

府

を
実
質

的

に
支

え
て

き
た
、

有
力

御
家

 

人

の
ひ

と

つ
で
あ
る

三
浦
氏

を
討

っ
た

こ
と

で
、

ま

さ

に

「
得
宗
家

」

の
専

制

と

 

い
う

べ
き
状

態

を
も

た

ら
し
た

こ
と

で
あ

る
。

（10）

 
言

う
ま

で
も

な
く
、

こ
の

と
き
は
、

十

三
世
紀

末

な

い
し
十

四
世
紀

初

頭
と

い

 

う

こ
と

で
得
宗
専

制
体

制

の
ま

っ
只
中

と

い
う

こ

と
が

で
き
る
。

（11）

 
当

然

の
こ

と
な
が

ら
、

「
得
宗

」
、

「
専
制
体

制

」
な

ど

の
語

は
、

研
究

上

の
分
析

 

概
念

で
あ

る

か
ら
、

こ

こ
で
言

う
と

す

る
こ

と
は
、
吾

妻
鏡

編
纂

当

時

の
幕
府

の

 

権
力

意
志

に
と

っ
て
、

こ
れ

ら

の
語

の
意
味

す

る

と
こ

ろ
が
認
識

さ

れ

て

い
た
と

 

い
う

こ
と
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な

こ
と

は
充

分

に
類
推

し
得

る
と
考

え

る
。

（12）
 
北

条
重

時

は
泰
時

の
弟

で
、
寛

喜

二
年

（
一
二
三
〇

）

六
波
羅

探
題

と
し

て
京

 

都

に
上

っ
た

が
、
宝

治
元

年

（
一
二
四
七

）
執
権

時
頼

の
も

と
で
連

署

と
な
り
、

 

時
頼

を
大

い
に
補
佐

し

た
。

（13）

 

八
幡
氏

前
掲

論
文

（14）

 
安

田
氏

『武

士
世

界
形
成

の
群
像

』

二
二
七

ペ
ー
ジ
。

氏

は
、

こ
れ
以
後

、
時

 

頼
邸

で
の
秘
密
会

議

で

一
般
政

務

に

つ
い
て
、

評
定

（11
会

議

）

で
は
な

く
、
論

 

議

し
た

こ
と

を
指
摘

し

て

い
る
。
な

お
、

佐
藤

氏
②
論

文

も
同
様

の
こ

と
を
指
摘

 

す

る
。

（15）

 

そ

の
意

味

で
、
厳
密

に

い
え
ば

、
得
宗

専
制

体
制

は
時

頼

が
長

時

に
執

権

を
譲

っ

 

た
時

点

で
成
立

し

た
と

も
言

い
得

る
で
あ

ろ
う

。
な

ぜ
な

ら
ば
、

北
条

氏

得
宗
家

 

は
、

源
氏

将
軍
家

が
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う

な
意
味

で
は
貴

種

で
な

か

っ
た

の
で
、

 

現
実

に
得

宗
家

が
執

権
職

を
確
実

に
代

々

に
亘

っ
て
継

承

し

て

い
る
と

い
う
事
実



 

が
広

く
浸

透

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
得
宗

家

の
圧
倒

的

な
優
位

性

を
示

す

こ
と
が

 

で

き
る

か
ら

で
あ

る
。

（16）

 
上

横
手

氏

は
、
こ

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

に
よ
り
、
「
二

つ
年
下

の
時

頼

の
方

が
器

量
人

 

で
あ

っ
た
」

と
評

す
る
。

同
氏

『北

条
泰

時
』

一
九

五

ペ
ー

ジ
。

三

 
前
節
で
、
筆
者
は
、
吾
妻
鏡
で
は
北
条
時
頼
の
執
政
期
に
得
宗
専
制
体
制
が
成

立
し
た
と
把
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
述

べ
た
。本
節
で
は
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

時
頼

の
執
権
在
位
中
の
い
く

つ
か
の
事

件
に
関
す
る
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

 
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
三
月
二
十

三
日
、
経
時
邸
で
の

「
深
秘
御
沙
汰
」
に

よ

っ
て
執
権
に
推
挙
さ
れ
、
就
任
し
た
時
頼
を
就
任
直
後
に
北
条
氏
の

一
族

の
名

越
光
時
が
排
除
し
よ
う
と
し
て
、
鎌
倉
市
中
を
さ
わ
が
せ
た
。
吾
妻
鏡
は
、
「鎌
倉

中
の
民
、
静
か
な
ら
ず
」

（寛
元
四

・
五

・
二
十
四
条
）
と
記
し
て
い
る
。
時
頼
邸

は
、
渋
谷
氏

一
族
が
警
備
し
て
い
た
が
、
五
月
二
十
五
日
も

「世
上
物
公
心」
と
し

て

「警
固
敢
て
緩
め
ず
」
（同
日
条
）
と

い
う
状
態
で
あ

っ
た
。
吾
妻
鏡
は
、
こ
の

事
件
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
描
写
を
こ
れ
以
外
に
全
く
し
て
い
な
い
が
、
と
も
か

く
、
こ
の
日
、
主
謀
者
名
越
光
時
は
、

「帰
参

の
儀
無
く
て
落
餝
」
し
、
「其
の
髪

を
左
親
衛

（時
頼
を
指
す
）
に
献
」
じ
た

（同
日
条
）。

 
吾
妻
鏡
の
記
述
に
よ
る
と
、
光
時
は

「世
上
」
に
対
し
、
何
ら
か
の
操
作
を
お

こ
な

っ
て
時
頼
の
新
政
権
に
ゆ
さ
ぶ
り

を
か
け
、
打
倒
し
よ
う
と
し
た
（ら
し
い
）

が
、
結
果
的
に
は
、
何
ら
流
血
事

に
は
及
ば
ず
、
自
ら
落
飾
す
る
こ
と
で
終
わ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
関
係
者

の
処
置
も
、
後
藤
基
綱
、
狩
野
為
佐
、
千
葉

秀
胤
、
三
善
康
持
ら
を
排
除
し

（同
年
六
・七
条
）
、
張
本
光
時
を
伊
豆

へ
配
流
す

る

（同
年
六

・
＝
二
条
）
と
い
う
穏
便
な
や
り
方

に
よ
っ
て
い
る
。

 

こ
の
事
件
後
、
新
執
権
時
頼
の
力
は

い
っ
そ
う
強
固
に
な

っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
事
件

の
ほ
と
ぼ
り
が

一
応
さ
め
た
と
思
わ
れ
る

九
月
末
か
ら
十
月
初
め
に
か
け
て
、
時
頼
は
あ
る
宗
教
的
作
善
を
お
こ
な

っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
九
月
二
十
七
日

「左
親
衛
殊
な
る
所
願
に
依
り
て
薬
師
如
来
像
を

造
立
せ
ら
る
。
今
日
、
大
納
言
法
印
隆
弁
、
其
の
御
衣
木
を
加
持
す
…
…
」
、
十
月

九
日

「左
親
衛
宿
願
有
る
に
依
り
て
、
里
第
に
於

て
今
夜
よ
り
如
意
輪
秘
法
を
修

せ
ら
れ
、
井
び
に
大
般
若
経
を
信
読

せ
ら
る
。
大
納
言
法
印
隆
弁
兼
て
両
事
を
行

ふ
」
、
同
十
三
日
「左
親
衛
右
大
将
家

の
法
華
堂

に
参
ら
れ
、
恒
例
の
仏
事
を
聴
聞

せ
し
め
給

ふ
」
（各
々
同
日
条
）
な
ど
で
あ
る
。
「
所
願
」
「宿
願
」
の
具
体
的
内
容

は
判
然
と
は
し
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
こ
の
時
期

に
重
な

っ
て
い

る
。
三
浦
泰
村
と

「理
世
の
眼
目
」
に
つ
い
て
談
合
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

 

こ
の
年
、
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
七
月
に
、
時
頼
政
権
は
、
前
将
軍
頼
経
を

京
都
に
送
り
か
え
し
た
。
頼
経
は
寛
元

二
年

（
一
二
四
四
）
四
月
に
嫡
子
頼
嗣
に

譲
位
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
（平
戸
記
）
。
頼
経
は
、
「実
権
な
き
将
軍

と
は
言
わ
れ
つ
つ
も
在
位
十
八
年
を
数
え
、
そ
れ
な
り
の
側
近
衆
も
形
成
さ
れ
、

と
く
に
将
軍
譲
位
後
は

「
大

殿
」
と
し
て
隠
然
た
る
勢
力
を
も

っ
て
い
た
こ
と
は

前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

 
宝
治
元
年

（
一
二
四
七
）
五
月
二
十
八
日
、
三
浦
泰
村
に

「逆
心
有

る
に
依
り

て
の
間
、
人
性
皆
畏
怖
を
挿
む
の
故
」
に

「世
上
静
か
な
ら
ず
」
と
い
う
情
勢
で

あ

っ
た

（同
日
条
）。
こ
の
年
、
四
月

に
時
頼
の
外
祖
父
で
も
あ
る
安
達
景
盛

（高

野
入
道
覚
地
）
が
高
野
山
か
ら
帰
り
、
時
頼
を
訪
れ
た

（四
・
一
一
条
）
。
こ

れ
か

ら
景
盛
を
中
心
と
し
て
、
三
浦
氏

一
門
を
排
除
す

べ
く
策
謀
を
は
じ
め
た
。
遂
に

六
月
四
日
泰
村

の
軍
勢
と

「惣
御
家
人
及
び
左
親
衛
の
祗
候
人
」
と
が
鎌
倉
中
に

満
ち
、
翌
日
か
ら
合
戦
と
な
っ
た
（各

々
同
日
条
）。
宝
治
合
戦
と
い
う
。
こ
れ
に

よ
り
、
三
浦
氏

一
族
は
敗
死
し
た
。

 
こ
の
騒
動
の
ま

っ
只
中
、
六
月
三
日
に

「無
為

の
御
祈
請
」
（如
意
輪
法
）
を
鶴

岡
別
当
隆
弁
に
修
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
十
三
日
に
こ
の
祈
請
の
結
願

に
つ
き
、

導
師
隆
弁

に
与
え
た

「賀
章
」
に

「今
度
合
戦
之
間
、
関
東
平
安
、
併
し
な
が
ら

御
法
験

の
致
す
所
な
り
」
（各

々
同
日
条
）
と
時
頼

は
述

べ
て
い
る
。
七
月

二
十
七

日
、
そ
し
て
十
二
月
三
日
に
も

「御
祈
」
を
始
め
さ
せ
て
い
る
。

 
ま
た
、
宝
治
合
戦
と
は
直
接
の
関
連
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
治
二
年
二
月

五
日
条
に
は
、
時
頼

「明
年
二
十
七
歳
の
御
慎
」
と
し
て
、
永
福
寺
を
復
興
す
る

こ
と
を
決
意
す
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「関
東
長
久

の
遠
慮
に
廻
せ
し



め
給
ふ
之
余
、
怨
霊
を
宥

め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
意
図
で
義
経
、
藤
原
泰
衡
の
「怨

霊
」
供
養
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
は

「
さ
し
た
る
朝
敵
に
も
非
ず
、
只

私
の
宿
意
を
以
て
之
を
誅
せ
し
が
故
」

（同
日
条
）
で
あ

っ
た
。

 

い
ま
、
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
五
月

の
名
越
光
時

の
乱
、
宝
治
元
年

（
一
二

四
七
）
の
い
わ
ゆ
る
宝
治
合
戦
と
そ
の
事
件
後
の
時
頼

に
つ
い
て
記
し
た
吾
妻
鏡

の
記
事
を
み
た
。
名
越
光
時
の
と
き
は
、
主
謀
光
時
に
対
し
て
も
苛
酷
な
処
置
を

せ
ず

（光
時
は
伊
豆
に
配
流
）、
な
お
か

つ
そ
の
直
後
に
薬
師
仏
を
造
立
し
た
り
、

大
般
若
経
信
読
等
の
宗
教
的
作
善
を
こ

の
年
の
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
四
回
お

こ
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
治
合
戦

の
際
も
、
吾
妻
鏡
に
よ
る
か
ぎ
り
、
討
伐

の

対
象
と
な
っ
た
三
浦
氏

に
対
す
る
事
後

処
置
も
、
三
浦
氏
を
悪
者
扱

い
せ
ず
、
温

情
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
、
、十
二
月

に
は

「御
祈
」
を
始

め
、
翌
年

二
月
に
は
永
福
寺
の
復
興
を
企
て
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、
吾
妻
鏡
の
記
述

に
は
、
時
頼
執
政
期
の
初
期
に
お
き
た
こ
の
二

つ
の
事
件

に
対
し
て
、
執
権
時
頼
は
血

を
流
す
こ
と
な
く
き
わ
め
て
温
情
ゆ
た
か

に
処
理
し
、
か
つ
事
件
後
に

「御
祈
」

な
ど
と
称
し
て

一
度
な
ら
ず
宗
教
的
作
善

を
お
こ
な

っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

も
と
よ
り
、
こ
の
こ
と
、
就
中
後
者

に
つ
い
て
は
時
頼
自
身
の
信
仰
と
密
接
に

関
連
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

 
吾
妻
鏡
に
し
た
が
え
ば
、
時
頼
の
信
仰
は
、
仏
教

の
み
な
ら
ず
、
神
舐
、
陰
陽

道

に
ま
で
邑及
び
、
そ
の
趣
旨
も
病
気
平
癒
、
妻
室
の
安
産
そ
し
て
関
東
平
安
な
ど

で
あ

っ
た
。
帰
依
し
た
り
、
関
係
の
深

か
っ
た
り
し
た
僧
は
、
隆
弁
、
叡
尊
、
蘭

渓
道
隆
、
兀
庵
普
寧
、
道
元
な
ど
で
あ

っ
た
。
隆
弁
は
、
時
頼

の
護
持
僧
と
も
い

え
る
存
在
で
頻
繁
に
公
私

に
わ
た
る
祈

疇
の
導
師
等
を

つ
と
め
た
。

 

こ
れ
ら
の
僧
の
う
ち
、
道
隆
、
普
寧

は
宋
か
ら
は
る
ば
る
渡
来
し
た
禅
僧
で
あ

る
。
道
隆
は
吾
妻
鏡
に
は
数
回
名
を
記
さ
れ
る
が
、
時
頼
と
の
個
人
的
連
関
を
う

か
が
わ
せ
る
の
は
、
時
頼
が
出
家
し
た
と
き
の
授
戒
師
と
し
て
記
さ
れ
る

一
例

（康

元
元

・
十

一
・
二
十
三
条
）
の
み
で
あ

る
。
普
寧
は

一
度
も
そ
の
名
を
あ
ら
わ
さ

な
い

（叡
尊
も
同
様
で
あ
る
）
。

 

と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
吾
妻
鏡
は
、時
頼

の
禅
宗
信
仰

に
つ
い
て
記
す
と
こ

う
が
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「時
頼
め
信
仰
が
天
台
真
言
の
顕
密

の
教
行

に
あ
り
、
禅
宗
受
容
以
後
も
そ
う
で
あ

っ
た
」
よ
う
に
、
時
頼
の
信
仰
が

「顕
密

の
教
行
」
に
重
点
を
お
い
て
い
た
こ
と
は
重
要
な
事
実
な
が
ら
、
彼
が
禅
宗
を
篤

く
信
仰
し
、
相
当

の
程
度
に
禅
を
理
解
、
実
践
し
て
い
た
こ
と
も
は
や
く
報
告
さ

 
 
 

れ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
時
頼
自
身
、
客
観
的

に
は
確
た
る
禅
宗
信
仰
を
も

っ
て
い
な
が

ら
吾
妻
鏡
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
き
ら
か

に
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
記
す
。

 
如
上
、
吾
妻
鏡
に
よ
れ
ば
、
時
頼
は
そ
の
執
政
期
の
初
期
の
二
つ
の
政
変

の
戦

後
処
置
に
際
し
て
、
け

っ
し
て
苛
酷
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
な
く
む
し
ろ
温
情
あ

ふ
れ
た
処
理
を
お
こ
な
い
、
か
つ
政
変
直
後
に
各
種
の
祈
禧
を
は
じ
め
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
、
吾
妻
鏡
の
叙
述

の
う
え
で
発
見
さ
れ
る
事
実
は
、
時
頼
政
権
が

現
実

の
政
治
の
場
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
施
行
し
て
き
た
か
と
い
う
点
と
時
頼
の

実
際

の
精
神
生
活

の
あ
り
方
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

 
註

（l）
 

鎌
倉

年
代

記
裏

書

（竹
内

理

三
氏
編

『増
補

続

史
科

大
成

』
第

五
十

一
巻

、
臨

 

川
書
店

、

一
九

七
九

）

に
よ

る
と
、

「今

年

四寛
元

閏
四

月
以
後

鎌
倉

中

騒
動

、
騒号

 
動宮
光

時

守越
後

為
将

軍
家

近
習

砥
候

之
間

、
夜

々
乗

輿
参

候
、

内

々
申
勧

御
謀

反

之

 
由

有

其
聞
、

七

月
光

時
出
家

…

…
」

と
あ

る
。

こ
れ

に
よ

れ
ば
光

時

が
出
家

し

た

 

の
は
七
月

と
な

っ
て

い
る
。

（2）

 
寛

元

四

・
九

・

一
条
。

な

お
、
玉

懸
博

之
氏

は
、

こ

の
記

事

な

ど

に
よ
り
、

時

 

頼

に
儒
教
的

政

治
思

想

が
存

し
た

と
指

摘

し

て

い
る
。
同

氏

「
北
条

執
権

時
代

の

 

政
治

思
想

」

（古

川
哲

史
、

石

田

一
良

氏
編

『
日
本
思

想
史

講
座

』
二
、
中

世

の
思

 

想

一
、
雄

山
閣

、

一
九

七
六
、

所
収

）

（3）

 

三
浦
泰
村

な
ど
。

（4）

 
石

井
氏
前

掲

書

四

一
五

ペ
ー
ジ
。

な

お
、

こ

の
時

期

の
将

軍

の
権

力

に

つ

い
て

 

は
、

青
山

幹
哉

氏

「
鎌
倉

幕
府

将
軍

権
力

試
論
―

将

軍
九
条

頼

経
―

宗
尊

親

王
期



 

を
中

心

と
し

て
―

」

（
『年

報
中

世
史

研
究

』

八
号
、

一
九

八

三
）

に
詳

し

い
。

（5）

 
安

田
氏

『鎌
倉

執

権
政

治

そ

の
展

開

と
構

造

』

一
四
九

ペ
ー
ジ

（6）
 
時

頼

が
施
主

と

し
て

「
関
東

長
久

・
関

東
安

全
」

の
た
め

の
祈

濤

を

お

こ
な

っ

 

た
例

は
、

吾
妻

鏡

で
は
あ

と

四
例
あ

る
。

建
長

三
年

十

一
月

二
十
九

日

「
関
東

安

 

全

の
御
祈

」

と
し

て
大
般

若
経

信
読

、
建

長

四
年

二
月
十

二

日

「
関

東
安

全
、

御

 

祈

を
為

す
」
と
し

て
如

意
輪

法

（と

も

に
時

頼
邸

で
）
、
建
長

四

年
六
月

十
九

日

「
天

 

下
太

平
関

東
静

誼
」
と
祈

雨

の
た

め

に
北
斗

法

を

（
八
幡
宮

で
）
、

そ
し

て
建
長

六

 

年

四
月
十

八

日

「関

東
長

久

」

と

「
相
州

（時

頼

を
指
す

）
両
息

の
息
災

延
命

」

 

を

聖
福
寺

上
棟

の
際

に
祈

ら

せ

て

い
る

（各

々
同

日
条

）
。

こ
の
よ
う

な

「
関
東

安

 

全

」

の
祈

濤

を

（
と
く

に
前

二
者

は
時
頼

邸

に
お

い
て
で
あ

る
）
行

わ

せ
て

い
る

 

と

い
う

こ

と
は
、
関

東

の
安
全

を
実

質
的

に
実

現

さ

せ
よ
う

と
す

る
時
頼

の
自
負

 

の
あ

ら
わ
れ

で
あ

る

と
同
時

に
、

こ

の
よ
う

に

こ
と
さ

ら

「関

東

の
安
全

」

を
口

 

に
せ
ざ

る
を
得

な

い
よ

う
な
政

治
的

矛
盾

、

不
安
定

さ

が
そ

の
背
後

に
あ

っ
た
と

 

考

え
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
で
あ

ろ
う
。

こ

の

「
矛
盾

」
に

つ
い
て
、
村
井

氏

は

「
そ

 

の
矛
盾

は
、
北

条
氏

の
権

力

が
あ

く
ま

で

”
纂

奪
者

の
権

力
”

と

し
て
終

始

し
、

 

そ

の
権
力

の
窮

極

の
主
体

で
あ

る
得

宗

が
、

つ
い
に

み
ず

か

ら

の
地

位

を
制
度

化

 

し

え
な

か

っ
た

と
こ

ろ
に
端
的

に
表

現

さ
れ

て

い
る
」
（前

掲
論

文
、
傍
点

は
村

井

 

氏

）

と
指

摘

し

て

い
る
。

（7）
 

た

と
え
ば

宝
治
合

戦
勃

発

時
、
宝

治

元
年

六
月

五
日

は

「暁

鶏
鳴

以
後

、
鎌
倉

 

中

弥

い
よ
物
公
心
」

と

い
う
状
態

で
あ

っ
た
が
、

時
頼

は

「
世
上

の
物

公
心
は
、
若

く

 

は
天
魔

の
人
性

に
入
ら

ん

か
」

（同

日
条

）

と
言

っ
て

い
る
。

（8）
 
永

福
寺

は
、
さ

き

に
記

し

た
よ

う

に
、

源
平

合
戦

の
際

の
死

歿
者

で
あ

る
源
義

 

経

、
藤

原
泰
衡

の
怨

霊

の
鎮
魂

の
た
め

に
、

ち

ょ
う
ど
彼

ら

の
六
十

周
忌

で
あ

る

 

こ
と

と
併

せ
て
復

興
さ

れ
た

。
時

あ
た

か
も
宝

治
合

戦
勃

発
寸
前

に
、
陸

奥
国

津

 

軽

で
五

月
十

一
日

に

「大

魚

」
が

死
体

の
よ

う
な
形

で
漂

着

し
、
津

軽

の
海

の
波

 

も

紅

の
よ
う

な
色

に
な

っ
た

、
そ

れ

に
よ

る
も

の
か
、
鎌

倉
由

比

が
浜

も
海

が
赤

 

く

な

っ
た
、

六
十

年
前

の
文

治
五
年

（
一

一
八
九

）

に
も
同
様

の
こ
と

が
あ

っ
て

 

泰

衡

が
殺

さ

れ
た
、

と

い
う

旨

の
報

告

が
な

さ
れ

て

い
る

（宝

治
元

・
五

・
二
十

 

九
条

）
。
す
な

わ

ち
、
宝

治
合
戦

の
暗

雲

と
文
治

五
年

の
泰

衡
殺

害

と
が
時

頼
政

権

 

の
う

え
で
重

な

り
あ

っ
て
、
落

着
後

の
永

福
寺

復

興
と

な

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

 

し

た
が

っ
て
、

こ

の
永
福

寺
復

興

と

い
う
宗
教

的
作

善

も
た

ん

に
六

十
周

忌

を
迎

 

え
た
故
義

経
、

泰
衡

の
追

善
供

養

で
あ

る
ば

か
り

で
な
く

、

こ

の
時

期

の
「
御
祈

」

 

や
名
越

光
時

の
乱

直
後

の
い
く

つ
か

の
宗

教
的

作
善

と
軌

を

一
に
す

る
性

格

も
あ

 

わ
せ

も

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

な
お
、

吾
妻
鏡

宝

治
元

・
五

・
二
十

九
条

の
記

事

 

に

つ

い
て
は
、
大

石
直

正
氏

に
、

「
怪
異

を

そ

の

（「
日
本

国

の
境
外

」
―

引

用
者

 
註

）
外

側

に
追
放

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
内
国

の
安

泰

を
え

よ
う

と
し

た
」

と

い

 
う

視
点

か

ら

の
論

及

が
あ

る
。
同
氏

「
外
が
浜

・夷

島
考

」

（関

晃
先

生
還

暦
記

念

 

『
日
本
古

代

史
研

究
』
吉

川

弘
文
館

、

一
九

八
〇

所
収

）

（9）
 

川
添

昭

二
氏

「
北
条

時
頼

の
信
仰

」

（『
法
華

』

六
五
－

四
、

一
九

七
九

）

（10）
 

（9）

に
同

じ

。

（11）
 
鷲

尾

順
敬
氏

『鎌
倉

武

士

と
禅
』

（日
本

学
術

普

及
会
、

一
九

三
九

）
な
ど
。
鷲

 
尾
氏

は
同

書

で
、
時

頼

が
蘭
渓

道
隆

、

円
爾
弁

円
、

兀
奄

普
寧

ら

の
禅
僧

に
参
禅

 
し
、

死
歿

す

る

一
年

前
、

す

な
わ

ち
弘
長

二
年

（
一
二
六
二
）

に
は
、
兀

菴

か
ら

 
は
印

可

を
得

て

い
る

こ
と
を

あ
き

ら
か

に
し

た
。

 
 

ま
た
、

藤

岡
大
拙

氏

は
、
鷲

尾
氏

の
論

に
正

反
対

す

る
か

た
ち

で

つ
ぎ

の
よ
う

 

に
述

べ
て

い
る
。

す

な
わ

ち
、
時

頼

は
道
隆

な

ど

の
禅

の
師

か

ら
最
大

限

の
表
現

 

で
そ

の
さ

と
り

へ
の
到

達

を
称
讃

さ

れ
て

い
る

が
、

そ
れ

は
禅
僧

側

の
外
護
者

に

 
対

す

る
阿
諌

諛
従

で

あ

っ
て
、
時
頼

の
禅
信

仰

の
内

容

、
程
度

に
は

か
な

り
の
疑

 
問

が

あ
る
、

と
。

同
氏

「
禅
宗

の
日
本

的
展

開
」

（
『仏

教
史

学
』

七
－

三
、

一
九

 

五
八

）
。
し

か
し
、
時

頼

と

い
う
個
人

が
実

際

に
禅

を
深
く

信
仰

し
、
禅

の
さ
と

り

 

を
得

た

か
否

か

と

い
う
問
題

は

い
ま

は
問
う

べ
き

こ
と

で
は
な
く

、
少

な
く

と
も

 
道

隆

の
も

と

に
参

禅

し
、
普

寧

か
ら
印

可

を
受

け
て

い
る

こ
と

を
確
認

す

る
こ

と

 

で
充
分

で
あ

る
。

（12）

 
時
頼

が
安
産

の
祈

疇

な

ど
公

私

に

亘

る
各

種

の
祈

疇

を

お

こ
な

わ

せ

た

こ

と

 

は
、
川

添
氏

の
註

（9）
論

文

に
詳

し

い
。

四

増
鏡
は
、
北
条
時
頼
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
故
時
頼
朝
臣
は
、
康
元
元
年
に
頭
お
ろ
し
て
後
、
忍
び
て
諸
国
を
修
行
し
あ

 
り
き
け
り
。
そ
れ
も
国
々
の
あ
り
さ
ま
、
人
の
愁

へ
な
ど
、
く
は
し
く
あ
な

 
ぐ
り
見
聞
か
ん
の
謀
に
て
あ
り
け
る
。
あ
や
し
の
宿
り
に
た
ち
寄
り
て
は
、

 
其
家
主
が
あ
り
さ
ま
を
問
ひ
き
く
。
こ
と
は
り
あ
る
愁

へ
な
ど
の
埋
も
れ
た



 
 
る
を
聞
き
ひ
ら
き
て
は
、
「我
は
あ

や
し
き
身
な
れ
ど
、
む
か
し
、
よ
ろ
し
き

 
 
主
、
持
ち
た
て
ま

つ
り
し
、
い
ま

だ
世

に
お
は
す
る
と
、
消
息
た
て
ま
つ
ら

 
 
ん
。
持
て
ま
う
で
て
き
こ
え
給

へ
」
な
ど
い
へ
ば
、
「な
で
う
事
な
き
修
行
者

 
 
の
、
な
に
ば
か
り
」
と
は
思
ひ
な

が
ら
、
い
ひ
あ
は
せ
て
、
そ
の
文
を
持
ち

 
 
て
東

へ
行
き
て
、
し
か
ぐ

と
教

へ
し
ま

・
に
い
ひ
て
み
れ
ば
、
入
道
殿
の

 
 
御
消
息
な
り
け
り
。
「あ
な
か
ま
く

」
と
て
、
な
が
く
愁

へ
な
き
や
う
に
は
、

 
 
は
か
ら
ひ
つ
。
仏
神
な
ど
の
現
は
れ
給

へ
る
か
と
て
、
み
な
額
を
つ
き
て
悦

 
 
け
り
。
か
や
う
の
事
、
す

べ
て
数

知
ら
ず
あ
り
し
ほ
だ

、
国
ぐ

も
心
づ

 
 
か
ひ
を
の
み
し
け
り
。
最
明
寺

の
入
道
と
そ
い
ひ
け
る
。

 
こ
の

一
節
は
、
最
明
寺
入
道
時
頼

の

い
わ
ゆ
る
廻
国
説
話

の
嚆
矢
を
な
す
も
の

と
考
え
ゐ
れ
る
が
、

こ
れ
が
南
北
朝
期

に
公
家
側
の
人
物
に
よ

っ
て
著
わ
れ
た
と

い
わ
れ
る
増
鏡

に
み
ら
れ
る
こ
と
に
あ

る
な
ん
ら
か
の
幕
府
側
の
意
図
を
吸
み
と

る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
当
な
こ
と
で
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

 
そ
し
て
、
増
鏡
よ
り
あ
と
、
太
平
記

や
謡
曲
鉢
の
木
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
廻
国

僧
最
明
寺
入
道

の
姿
が
増
幅
さ
れ
な
が
ら
描
き

つ
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
。

 

こ
の
よ
う
に
、
時
頼
は
後
世
、
弊
衣

を
ま
と

っ
た
修
行
僧
そ
し
て
じ
つ
は
各
地

の
御
家
人
の
窮
状
を
救
う
世
直
し
の
政
治
家
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
時

頼
政
権
の
実
際
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
時
頼
は
、
正
嘉
二
年

（
一
二
五
七
）
四
月
十
五
日
、
宿
願
に
よ
り
、
大
般
若
経

を
書
写
さ
せ
て
伊
勢
神
宮

へ
送
り
奉
納

さ
せ
た
。
そ
の
際
の
願
文
の
な
か
に
、
「仰

ぎ
願
は
く
は
、
二
所
太
神
、
般
若
の
花
を
受
け
、

以
て
法
楽
を
増
さ
ん
こ
と
を
。

伏
し
て
乞
ふ
ら
く
は
、
三
品
大
王

（将
軍
宗
尊
親
王
を
指
す
）
、募
耆
の
薬
に
仍
り
、

以
て
仙
齢
を
保
た
ん
こ
と
を
。
凡
そ
厥
の
国
家
を
擁
護
せ
ん
者
は
神

の
明
徳
な
り
。

我
が
願
も
廼
ち
之
に
在
り
。
民
黎
を
富
饒
な
ら
し
め
ん
者
は
経
の
恵
力
な
り
。
我

が
願
も
又
た
之
に
在
り
。
神

と
云
ひ
経

と
云
ひ
、盍
ぞ
素
念
を
納
受
せ
ざ
ら
ん
や
。

適
無
く
莫
無
く
必
ず
宿
望
を
円
満
な
ら

し
め
ん
」
（同
日
条
、
た
だ
し
願
文

の
奥
付

の
日
付
は
同
年
、
す
な
わ
ち
正
嘉
元
年
四
月
十
五
日
と
な

っ
て
い
る
）
と
い
う

一

節
が
み
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
頼
は
伊
勢
の
神
に

「擁
護
国
家
」

と

「富
饒
民

黎
」
と
を
祈

っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
儒
教
的
な
理
世
撫
民
の
思
想
に
属
す
る
が
、

時
頼
の
実
際
の
行
実
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
鷲
尾
氏
は
、
「鋭
意
熱
心
に
内
外

の
機

務
を
断
じ
て
、
着

々
と
し
て
実
績
を
挙
げ
た
も
の
で
、

一
面
に
幕
府

の
威
信
を
増

進
し
脈

他
面
に
北
条
氏
の
勢
力
を
結
束
し
た
。
実
際
泰
時
以
後
の

一
大
政
治
家
で

あ
る
」
と
し
て
好
意
的
に
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
は
、

こ
の
願
文
の
中

で
「義
勇
欠
く
と
雖
も
、
治
略
疎
か
な
り
と
雖
も
、
長
鯨
を
海
表
に

剪
る
。
寤
寐
に
も
念
を
収
む
る
も
の
は
波
瀾
の
永
く
罷

み
、
仁
風
を
寰
中

に
仰
ぎ
、

造
次
に
も
羨
む
所
は
枝
條
之
鳴
ら
ず
、
年
来
報
国

の
忠
を
存
す
…
…
」
と
時
頼
自

ら
言
う
と
こ
ろ
の
、
就
中
、
「長
鯨
を
海
表
に
勇
る
」
「波
瀾
の
永
く
罷
み
」
「造
次

に
も
羨
む
所
は
枝
條
之
鳴
ら
ず
」
の
意
味
す
る
具
体
的
内
容
で
あ
ろ
う
。

 
波
瀾
が
荒
々
し
く
立

つ
こ
と
な
く
、
枝
條
が
風
に
そ
よ

い
で
ざ
わ
ざ
わ
と
鳴
る

こ
と
の
な
い
仁
風
あ
ふ
れ
た
善
政
は
、
じ
つ
は

「長
鯨
」
（＝
悪
人
）
を
た
い
ら
げ

る
こ
と
に
よ

っ
て
成
就
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
こ
と
は

強
固
な
政
治
権
力
に
よ
っ
て
、
北
条
氏

に
対
す
る
反
対
者
を
征
服
し
て
い
っ
た
こ

と
の
征
服
者
に
よ
る
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
越
光
時

の
乱
、
宝
治
合
戦
な

ど
に
よ

っ
て
名
越
氏
、
三
浦
氏
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に
は
九
条
家
出
身
の
将
軍
を
ま

で
追
放
し
た
こ
と
の
正
当
化

の
謂
い
で
あ
る
。

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
表
現
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
時
頼
自
身

の
こ
と
ば
と
さ
れ

る
も
の
以
外
に
も
、
時
頼
晩
年

に
当
時
の
幕
府

に
よ

っ
て
発
布
さ
れ
た
弘
長
元
年

（
一
二
六

一
）
二
月
三
十
日
の
い
わ
ゆ
る
関
東
新
制
条
々

（式
目
追
加
）
な
ど
か

ら
も
容
易
に
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
御
家
人
の
統
制
、
管
理
政
策
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
関
東
新
制
条
々
第
十

一
条

（追
加
法
三
四
七
） 

「六
斎
日
井
二
季
彼
岸
殺

生
禁
断
事
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
禁
止
事
項
で
あ
る
。
網
野
善
彦
氏
は
時
頼

政
権
期
に
こ
の
よ
う
な

「
「諸
悪
」
を
事
と
す
る
人
々
の
集
団
―
悪
党
に
対
す
る
弾

圧
」
を
見
出
だ
し
、
「恐
怖
政
治
」
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
こ
の

新
制
で
は
、
第
七
条

（追
加
法
三
四
三
）、
第
二
十
六
条

（追
加
法
三
六
二
）、

第

三
十
七
条

（追
加
法
三
七
三
）な
ど
の
よ
う
に
、
「撫
民
」
の
精
神
を
体
現
し
た
よ
う

な
法
令
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、基
調
と
し
て
「時
頼
の
指
導
す
る
幕
府
と
朝
廷

（も

同
年
五
月
十

一
日
に
新
制
を
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
内
容
は
不
明
。
―
引
用
者
註
）

と
は
相
呼
応
し
て
、み
ず
か
ら
に
対
す
る
批
判
者
た
ち
を
容
赦
な
く
抑
圧
し
、
「
悪
」



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
た
た
き
つ
ぶ
す
専
制
的
姿
勢
を
あ
ら
わ
し
た
」

の
で
あ

っ
た
。
時
頼
の
願
文
中

の
言
辞
は
、
こ
の
よ
う
な

「専
制
的
姿
勢
」
を
き
わ
め
て
象
徴
的
に
表
現
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

 
時
頼

は
、
理
世
撫
民
を
標
榜
し
て
、
実
際
に
も
そ
れ
を
実
現
す
べ
く
法
令
の
な

か
で
表
明
し
つ
つ
、

一
方
で
は
、
い
わ
ば
暴
虐
的
と
も
い
え
る
よ
う
な
専
制
政
治

を
お
こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。

 

註
（1）
 

 
『神
皇

正

統
記

・
増
鏡

』

（日
本

古
典
文

学
大

系
、

岩
波

書
店

、
一
九

六
五
）

三

四

 

八

ペ
ー
ジ
。

（2）
 

註
（1）
書

の
増

鏡

の
解
説

（時

枝
誠

記
、

木
藤

才
蔵

氏
）
に

よ
る
。

こ
の
解

説

は
、

 

筆
者

を

二
条
良

基

と
想
定

し
、

制
作

時
期

を
応

安
初

年

か
ら
永

和

二
年

に

い
た
る

 

頃

と
考

え

て

い
る
。

（3）
 
時

頼

の
廻
国

の
実

否

に

つ

い
て

は
古

く

か
ら
数

々
論

じ
ら

れ
て

き
て

い
る

（た

 

と

え
ば

三
浦
周

行
、

瀬
川

秀
雄

、
長

沼
賢
海

氏

ら
）

が
、

現
時
点

で
は

「
こ
れ

を

 

歴
史

的
事

実

と

み
る

こ
と
が
困

難

な
よ
う

で
あ

る
」

（安

田
氏

『武

士

世
界
形

成

の

 

群
像

』

一
九

五

ぺ
ー
ジ

）
。
も

し
、
こ

の
安

田
氏

の
指
摘

の
と

お
り
、
時

頼

の
諸
国

 

廻
国

が
歴
史

的
事

実

で
な

い
な

ら
ば

、
な

ぜ
、
南

北
朝

期

と

い
う
は

や

い
時

期

に

 

増
鏡

と

い
う
ま

と
ま

っ
た

か
た

ち

の
書

物

に
と

り
入

れ
ら

れ
た

こ

の
説

話

（あ

る

 

い
は
説

話

た
ら

し
め

る
原
資

料
、

情
報

）

が
公
家

側

に
も

た
ら

さ
れ

た

の
で
あ

ろ

 

う

か
。

そ

こ

に
幕

府
中
枢

部

の
な
ん

ら

か
の
意
図

が
反

映

さ
れ

て

い
る

こ
と
は
推

 

測

可
能

で
あ

ろ
う

。

そ
れ

は
、

と
く

に

こ
の
説
話

、

そ
し

て
後

続

す

る
太

平
記

や

 

謡

曲
鉢

の
木

な

ど

に
よ
れ
ば

、
善

政

を
お

こ
な

い
、

諸
御

家

人

に
対

す

る
厚

い
保

 

護

策
を

説
く

時
頼

の
姿

が
描

か
れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

（4）
 
徒

然

草

に
は
、

時
頼

の
母

（松

下
禅

尼
）
ま

で
が
登

場
す

る

（第

百
八
十

四
段

）
。

 

「物

は
破

れ

た
る
所

ば

か
り

を
修

理
し

て
用

ゐ
る
事

ぞ

と
、
若

き
人

に
見

な

ら
は

 

せ
て
心

つ
け

ん
た

め
な

り
」

と
言

い
、
兼

好

は

こ
れ

に
よ
り
倹

約

を
教

え
る
。

（5）
 
鷲

尾
氏

前
掲

書

一
〇

五

ペ
ー
ジ
。

（6）

 
時

頼

（道
崇

）
願

文

（正
嘉

元

・
四

・

一
五
条

）

（7）
 

 
「
長
鯨

を
海
表

に
勇

る
」

を
蒙
古

の
襲

来

を
予
知

し
、
来

た

る

べ
き
争
乱

に
向

 

か

っ
て

の
意

志
表

明

（中

国
大

陸

で

の
異
変

が
玉
葉

な

ど
に
す

で

に
記

さ

れ

て

い

 

る
）
と
す

る
見
解

（
岡
部
長

章

氏

『北

条
時

頼
－

国
史

の
再

検
討

』
朝

日
新

聞
社

、

 

一
九

五

四
）
も
あ

る
が
、

高
麗

使

の
来

国

（
一
二
六
七
）
、
文
永

の
乱

（
一
二
七

四
）

 

よ

り
も
十
年

以

上
も
前

に
戦

乱

へ
の
意

志
表

明

を
伊
勢

の
神

前

に
披
露

す

る
と

い

 

う

の
は
聊

か
不
自

然

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て

こ
れ
ら

の
表
現

は
、
内

政

の
問

題

に

 

関

す

る
も

の
と

理
解

す
る

の
が
至

当

で
あ

る
。

（8）

殺
生

禁
断

と

い
う

禁
令

の

も

つ
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

性

に

つ
い
て

は
、

小
山
靖

憲

 

氏

「
荘

園
制

的
領
域

支

配
を

め
ぐ

る
権
力

と
村

落

」

（
『
日
本
史

研
究

』

一
三
九

・

 

一
四
〇

）
、
伊

藤
清
郎

氏

「
石

清
水
放

生
会

の
国
家

的
位

置

に

つ
い
て

の

一
考
察

」

 

（
『
日
本
史

研

究
』

一
八

八
）
な

ど
参

照
。

た
と

え
ば

小

山
氏

は

「古

典
的

荘
園

体

 

制

の
も

と

で
は
殺
生

禁
断

は
荘

園
領

主

が
領
域

支
配

を
実

現

し
、
在

地
領

主

を
抑

 

圧

す
る

た
め

の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

で
あ

っ
た
が
、

鎌
倉
中

、
末

期

に
い
た

る
と
、

こ

 

の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
が

地
頭

に
支

持

さ
れ
、
農

民
支

配

の
道

具

と
し

て
使

わ

れ

は
じ

 

め

た

こ
と
が
ま
ず

注

目
さ

れ

る
」

（同

論
文

）

と
指
摘

し

て

い
る
。

（9）

 

こ
れ
ら

に
対

し
、

「
さ

ほ
ど
特

徴

の
あ

る
も

の
と

は

い
え
な

い
」

（村

井
氏

前
掲

 
論

文
）

と

い
う
評

価

も
あ

る
。

（10）

 
網

野
氏

『
蒙
古

襲
来

』

（小
学

館
、

日
本

の
歴

史
十

、

一
九
七

四
）
七

一
べ
ー
ジ

。

（11）

 
網

野
氏

註
（10）
書

七

二

ペ
ー
ジ

。

五

 
前
々
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
時
頼
は
禅
に
対
し
て
相
当
深

い
理
解
を
示
し
、
厚

く
信
仰
し
た
、
と
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
。
事
実
、
時
頼
が
最
明
寺
で
出
家
し
た
と

き
の
授
戒
師
は
宋

か
ら
の
渡
来
僧
蘭
渓
道
隆
で
あ

っ
た
。
時
頼
は
、
道
隆
や
同
じ

く
渡
来
僧
で
あ
る
兀
菴
普
寧
な
ど
に
参
禅
し
た
。
普
寧

の
語
録
に

「最
明
寺
殿
契

悟
因
縁
」
と
い
う

一
文
を
含
む
。
そ
こ
で
最
明
寺
道
崇

（時
頼
）
は

「弟
子
近
日

坐
禅
し
て
非
断
非
常
底
を
見
得
す
」
と
言
い
、
「弟
子
道
崇
は
無
心
。
…
…
森
羅
万

象
山
河
大
地
、
自
己
と
二
無
く
別
無
し
。
…
…
弟
子
二
十

一
年
旦
暮
に
望

み
、
今

一
時
に
巳
に
満
足
す
」
と
述

べ
、
普
寧
に
対
し
礼
を
作
す
こ
と
九
回
で
あ

っ
た
。

弘
長
二
年
壬
戌
十
月
十
六
日
、
時
頼
三
十
六
歳
。
死
歿

の
前
年
に
悟
り
を
開

い
た
。

少
な
く
と
も
師
普
寧
は
時
頼
が
悟
り
を
開

い
た
と
認
め
た
。



 
こ
の
よ
う
に
、
時
頼
が
禅
に
関
し
て
相
当
深

い
理
解
を
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と

が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
吾
妻
鏡
は
全
く
記
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

た
し
か
に
、
時
頼
出
家
の
際

の
授
戒
師

が
道
隆
で
あ

っ
た
こ
と
は
記
録
さ
れ
て
い

る

（康
元
元

・
十

一
・
二
十
三
条
）
が
、
そ
れ
以
上
の
両
者
の
関
連
は
触
れ
ら
れ

な
い
。
そ
う
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
吾
妻
鏡
は
む
し
ろ
時
頼
自
身
の

「全
く
我
邦

の
歴
史
的
仏
教
の
信
仰
で
、
神
仏

一
致

」
（鷲
尾
氏
）
の
信
仰
、
精
神
生
活
を
強
調

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
吾
妻
鏡

に
よ
る
と
、
妻

の
平
産
の
祈
濤
の
た
め
の

薬
師
仏
の
造
立
、
各
種

の
護
摩
、
泰
山
府
君
の
祭
り
な
ど
、
関
東
安
全
の
た
め
に

北
斗
法
な
ど
と
く
に
趣
旨
を
明
示
し
て

い
な
い
も
の
で
も
多
岐
に
亘
る
祭
り
が
な

さ
れ
、
ま
た
頼
朝
以
来
幕
府
と
し
て
続
け
て
き
た
箱
根
権
現
等
の
神
社

へ
の
奉
幣

も
欠
か
さ
な

い
。

 
以
上
の
よ
う

に
、
吾
妻
鏡
は
執
権
時
頼
の
信
仰
、
精
神
生
活
に
関
し
て
、
禅
宗

の
信
仰
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
な
い
で
、

い
わ
ゆ
る

「神
仏

一
致
」
的
雑
修
的
信

仰
に
つ
い
て
の
み
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
態
度
は
何
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

 

こ
の
課
題

に
答
え
る
た
め
の
有
力
な
示
唆

の
ひ
と
つ
は
、
前
将
軍
九
条
頼
経
、

そ
し
て
そ
の
父
道
家
の
信
仰
に
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
寛
元
三
年

（
一
二
四
五
）
六
月

一
日

の
日
付
を
も
つ
頼
経
の
祭
文
に
は

「禍
を

転
じ
て
福
と
為
す
之
謀
、
冥
衆
の
加
被

に
若
か
ず
、
息
災
延
命
之
望
、
群
霊
の
擁

護
に
在
る
べ
し
。
是
を
以
て
秘
密
真
言

之
軌
儀
を
整

へ
、
冥
衆
諸
神
之
浄
供
を
設

く
。
法
力
を
神
力

に
添

へ
、
日
々
夜

々
衛
護
を
加

ふ
べ
し
。
玄
冥

の
玄
応

に
依
り

て
歳
々
年
々
胡
福
せ
し
む
べ
し
」
と
い
う
。
前
将
軍
頼
経
の
名
で
お
こ
な
わ
れ
た

こ
の
祭
文
は
同
時
に
幕
府

の
権
力
意
志

を
も
体
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
将
軍
、
幕
府
と
し
て
神
仏
に

「転
禍
為
福

・
息
災
延
命
」
を
祈
る

と
き
は

「秘
密
真
言
」
に
依
る
と
い
う

こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

 

頼
経
は
時
頼

に
よ

っ
て
将
軍
位
を
逐

わ
れ
、
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
京
都

に

送
還
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
頼
経
が
こ
の
年
五
月
の
名
越
光
時
の
乱
の
責
任
を
と
ら

さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
頼
経
、
そ
の
父
道
家
は
か
さ
ね
て
無

実
を
表
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

「
も
し
丹
心
わ
た
く
し
な
く
し
て
、
無
実
あ
ら

は
る

ゝ
な
ら

ハ
、
か

へ
り
て

一
天
下
の
人
を
し
て
、
我
陰
謀

の
心
な
き
こ
と
を
し

ら
し
め
て
、
我
忠
勤
の
心
さ
し
の
ふ
か
き
事
を
あ
ら

ハ
さ
ん
…
…
」
「愚
僧

（道
家

を
指
す
）
父
子
の
あ
ひ
た
、
都
鄙
の
あ
ひ
へ
た

ゝ
る
と
い
へ
と
も
、
同
意
勧
進
う

た
か
ひ
あ
り
、
…
…
し
か
し
た

ゝ
ふ
か
く
山
林
の
素
懐
を
と
け
て
、

い
よ
い
よ
世

事

の
交
衆
を
や
め
ん
と
お
も

ふ
…
…
凡
夫

の
な
ら
ひ
境
界
愛
す
て
か
た
き
か
故

に
、
今
に
遅
々
は
た
し
て
も
こ
の
余
殃
に
あ

へ
り
…
…
は
や
く
頭
燃
を
は
ら
ひ
て

此
お
も
ひ
を
と
く

へ
し
」
な
ど
で
あ
る
。
道
家
が
九
条
家
、
公
家
を
代
表
し
た
立

場
で
こ
の
よ
う
に
屈
辱
的
な
い
し
感
情
的
な
ま
で
に
幕
府
に
対
し
て
の
敵
意
が
な

い
こ
と
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
九
条
家
が
鎌
倉
幕
府

に
対
し
て

（少
な

く
と
も
公
式
的
に
は
）
鎌
倉
殿

（将
軍
）
を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
ま
さ
に
実
際

的
な

「事
実
」
認
識
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
道
家
は

「
且
は
大
朋
神

（春
日
を

指
す
）
の
未
来
の
御
詫
宣
を
仰
ぎ
、
且
は
藤
源
和
合
の
因
縁
を
憑
む

」
と
い
う
独

特

の
認
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
児
屋
根
命
以
来
、
冥
助
に
よ

っ
て
天
皇

の
補
佐
の
臣
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
藤
原
氏
は
、
同
時
に
い
ま
源
氏

の
草
創
に
よ

る
鎌
倉
殿
と
な

っ
た
、
藤
と
源
と
は

「和
合
」
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
九
条
頼
経
は
か
れ
独
自
の
存
在
で
は
な
く
、
九
条
家
を
代
表
し
た

ひ
と
り
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

 

頼
経
の
父
道
家
は
寛
元
元
年

（
一
二
四
三
）
東
福
寺
を
建
立
し
た
。
開
山
に
は

「禅
僧
」
円
爾
弁
円
を
迎
え
た
。
道
家

は

「我
朝
に
と
り
て
ハ
、
伝
教
大
師
帰
朝

の
後
、
五
宗

の
血
脈
を
も
ち
て
、
嵯
峨
の
天
皇
に
奏
し
た
ま
ひ
し
に
、
最
初
に
つ

ら
ぬ
る
と
こ
ろ
禅
宗
の
血
脈
な
り
…
…
今
の
禅
宗

ハ
諸
宗
の
証
道
を
も
ち
て
、
宗

通
の
本
意
と
す
。
し
か
る
を
い
ま
世
末
代
に
を
よ
ふ
と
い
へ
と
も
、
震
旦
宗
風
を

の
つ
か
ら
時
い
た
ら

ハ
、
断
た
る
を

つ
き
、
す
た
れ
た
る
を
お
こ
さ
ん
、
な
ん
ぞ

神
慮
に
そ
む
か
ん
や
、
な
ん
ぞ
仏
意
に
か
な

ハ
さ
ら
む
…
…
こ
の
宗
も
し
世
に
ひ

ろ
ま
ら

ハ
、
は

つ
か
に
の
こ
る
と
こ
ろ
の
諸
宗

の
教
道
、
も
し
又
す
た
る

へ
き
因

縁
と
も
な
る

へ
か
ら
む
と
し
て
、
法
相
を
擁
護
し
た
ま
ふ
祖
神

の
冥
慮
に
も
そ
む

く
な
ら

ハ
、
東
福
寺
の
流
行
は
や
く
思
を
た
つ
へ
し
、
も
と
よ
り
こ
の
宗
に
か
き

ら
す
、
こ
と
に
ハ
真
言
止
観
禅
門
を
も
ち
て
本
と
し
て
、
諸
宗

に
わ
た
り
て
機
に

し
た
か
ひ
て
興
行
せ
し
め
て
、
戒
行
を
も
て
下
と
せ
む
と
思
こ
ゝ
う
さ
し
の
い
た



 
 

り
な
り
」
と
い
う
。
道
家

に
と

っ
て
の
禅
宗
は
新
来

の
禅
宗
で
は
な
く
、
「真
言
止

観
禅
門
を
も
ち
て
本
と
す
」
る
も
の
で
あ
り
、
極
言
す
れ
ば

「我
帰
す
る
所
は
金

剛

・
胎
蔵
両
部
之
諸
尊
、
学
ぶ
所
は
弘
法
大
師
之
遺
法
、
悪
る
所
は
北
野
天
神

の

垂
迹
…
…
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
道
家
に
と

っ
て
最
高
の
宗
教

的
価
値
は
真
言
密
教
に
あ
り
、
そ
の
う

え
を
天
台
止
観
や
禅
と

い
う
よ
そ
お
い

で
お
お

っ
た
も
の
が
、
彼
に
と

っ
て
興
行
す
べ
き

「禅
宗
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
、
最
終
的

に
真
言
密
教

に
帰

一
す

る
彩
ゆ
た
か
な
仏
教
は
、
息
頼
経
が
将
軍

と
し
て
祈

っ
た
の
と
同
じ
も
の
で
あ

っ
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、
吾
妻
鏡

に
お
け
る
執
権
時
頼
の
信
仰
、
精
神
生
活
に
つ
い
て
の

叙
述
は
実
際
の
時
頼
の
そ
れ
と
は
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
吾
妻
鏡
は
時

頼
の
禅
宗
信
仰
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
ず
、
「神
仏

一
致
」
的
雑
修
的
信
仰
の
み
記

述
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

「神
仏

一
致
」
的
雑
修
的
信
仰
と
は
、
前
将
軍
頼
経

そ
し
て
そ
の
父
道
家
の
も

っ
た
も
の
と
質
的
に
同
様

で
あ

っ
た
。

 

つ
ま
り
、
吾
妻
鏡
は
、
執
権
北
条
時
頼
が
頼
経
、
道
家
と
同
質
の
信
仰
を
も
っ

て
伝
統
的
宗
教
に
対
す
る
敬
度
を
示
し
、
幕
府
の
実
質
的
最
高
責
任
者
、
権
力
者

と
し
て
、
宗
教

・
信
仰

の
面
で
も
鎌
倉

殿
に
沿

い
、
十
全
に
補
佐
し
得
て
い
た
と

い
う
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
叙
述
を
お

こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。

 
註

（1）
 
 
『兀
菴
普
寧
禅
師
語
録
』
（続
大
蔵
経
第

一
輯
第
二
編
所
収
）

（2）
 
鷲
尾
氏
前
掲
書

（3）
 
こ
の
よ
う
な
時
頼
の
宗
教
的
行
為
を
い
き
な
り
「宗
教
的
雰
囲
気
を
好
む
天
性
」

 

（阿
部
征
寛
氏

「北
条
時
頼
」
安
田
氏
編

『鎌
倉
将
軍
執
権
列
伝
』
秋
田
書
店
、

 

一
九
七
四
、
所
収
）
に
よ
る
も
の
と
断
定
せ
ず
に
、
私
見
の
よ
う
に
吾
妻
鏡
の
編

 
纂
意
図
の
問
題
の

一
環
と
し
て
構
造
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（4）
 
 
『鎌
倉
遺
文
』
六
四
九
〇
号

（5）
 
こ
の
こ
と
自
体
は
、
鎌
倉
幕
府

の
宗
教
政
策
に
関
す
る
諸
研
究
に
よ
っ
て
す
で

 
に
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（6）
 
 
『鎌
倉
遺
文
』
六
七
二
三
号

（九
条
道
家
願
文
）

（7）
 
 
『鎌
倉
遺
文
』
六
八

一
七
号

（九
条
道
家
敬
白
文
案
）

（8）

 
註

（6）

に
同

じ
。

（9）

 
註

（7）

に
同

じ
。

な
お
、

こ
こ
で
北

野
天
神

と

い
う

の
は
、

名
越

光
時

の
乱

で
嫌

 

疑

を

か
け
ら

れ
た
道

家
自

身

を
菅
原

道
真

に
な

ぞ

ら
え
た

も

の
で
あ

ろ
う

。

結

 
筆
者
は
、
北
条
氏
の
得
宗
専
制
の
体
制
が
現
実
の
政
治
史
の
流
れ
に
お
い
て
も
、

吾
妻
鏡
の
当
代
認
識
に
お
い
て
も
、
時
頼
の
執
政
期
に
成
立
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
の
際
、
そ
の
政
治
史
的
位
置
づ
け
の
う
え
に
、
執
権
時
頼
の
信
仰
、
精
神

生
活
が
吾
妻
鏡
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
あ
り
の
ま
ま
の
時
頼

の
信
仰
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ず
、
将
軍
の
そ

れ
に
沿

っ
た
か
た
ち
で
述

べ
ら
れ
、
な
お
か
つ
真
言
密
教
を
中
心
と
し
た
伝
統
的

宗
教

に
対
す
る
敬
度
の
諸
相
が
い
く

つ
か
の
政
変
に
お
け
る
現
実
政
治
の
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
回
復
す

べ
く
記
述
さ
れ
て
い
る
事
実
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
実
の
政
治
史

の
展
開
に
お
い
て
、
執
権
時
頼
は
将
軍
の
信
仰
と

同
じ
信
仰
を
も

っ
て
将
軍
を
補
佐
し
て
余
り
あ

っ
た
の
だ
と
い
う
権
威
を
背
後
に

お
き
、
理
世

・
撫
民
と
い
っ
た
儒
教
的
徳
治
主
義
的
な
政
治
思
想
の
要
素
に
よ
っ

て
粉
飾
さ
れ
つ
つ
、
得
宗
専
制

と
い
う
か
た
ち
の
専
制
政
治
が
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
北
条
氏
の
得
宗
専
制
体
制
の

成
立
期
と
い
う
特
殊
な
時
期

に
あ

っ
て
、
幕
府
権
力
に
よ

っ
て
、
吾
妻
鏡
と
い
う

歴
史
叙
述
に
お
い
て

（得
宗

の
）
専
制
体
制
が

つ
よ
ま
れ
ば

つ
よ
ま
る
ほ
ど
そ
れ

を
側
面
か
ら
補
完
、
強
化
す
る
宗
教
的
擬
制
が

つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
重
要
な
こ
と
を
最
後
に
つ
け
加
え
る
。
そ
れ
は
、
如
上
述
べ
た
よ
う

に
、
時
頼
自
身
の
深

い
禅
宗
信
仰
が
吾
妻
鏡
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事

実

の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
時
頼
は
実
際

に
は
蘭
渓
道
隆
、
兀
菴
普
寧

と
い
っ
た
渡
来
の
禅
僧
と
深
く
親
交
を
結
び
、
参
禅

の
結
果
、
印
可
ま
で
授
け
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
叙
述
を
ふ
く
む
吾
妻
鏡
の
編
纂
が

完
了
し
た
の
は
、
十
三
世
紀
末
な

い
し
十
四
世
紀
初
頭
と
い
う
、
蒙
古
襲
来
直
後

の
緊
張
し
た
対
外
意
識
高
揚
期
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
吾
妻
鏡
の
こ
の
曲
筆



は
、
こ
の
時
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
理
解

で
き
る

の
で
あ
る
。
け
っ
し
て
国
粋
主
義
的
な
国
家
意
識
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
虎
関
師

練
の
み
の
所
有
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

 
 

註

 

（1）
 
安
達
泰
盛
は
将
軍
を

「公
方
」
と
よ
び
、
得
宗
と
区
別
し
、
得
宗
の
上
位
者
と

 
 

し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
網
野
氏
「
『関
東
公
方
御

 
 

教
書
』
に
つ
い
て
」
（『信
濃
』
二
四
－

一
、

一
九
七
二
）
な
ど
。

 
 
 
 
一
九
八
八
年
七
月
十

一
日
成
稿
、
九
月
二
十
六
日
改
稿
。

 

付
記
 
本
稿
提
出
後
、
川
添
昭
二
氏
の
論
考

「鎌
倉
仏
教
と
中
国
仏
教
 
 
渡
来
禅

 

僧
を
中
心
と
し
て
 
 
」
（高
木
豊
氏
編

『論
集
日
本
仏
教
史
4
鎌
倉
時
代
』
雄
山

 

閣
、

一
九
八
八
所
収
）
を
得
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
時
頼
と
道
隆
、
兀
菴
と
の
間
の

 

事
実
関
係
が
本
稿
に
比
し
て
は
る
か
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
に

 

は
川
添
論
文
と
見
解
を
異
に
す
る
部
分
も
二
、
三
あ
る
が
、
川
添
論
文
の

「時
頼
の

 

宋
朝
禅
受
容
の
基
本
的
な
こ
と
は
、
個
人
信
仰
と
政
策
的
側
面
と
が
分
ち
難
い
点
に

 

あ
り
、
得
宗
権
力
強
化
の
中
で
み
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
基
本
的
視
点
は

 

本
稿
も
共
有
す
る
。

 
 

と
も
あ
れ
、
川
添
氏
の
こ
の
研
究
の
成
果
を
本
稿
の
中
に
生
か
せ
な
か
っ
た
こ
と

 

は
残
念
で
あ
り
、
別
稿
に
期
し
た
い
。


